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議   事   日   程 

 

令和元年第２回浜中町議会定例会  

令和元年６月５日 午前１０時開議 

日   程 議 案 番 号 議      件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 

日程第 ２  議会運営委員会報告 

日程第 ３  会期の決定 

日程第 ４  諸般報告 

日程第 ５  行政報告 

日程第 ６ 発議案第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について 

日程第 ７ 報告第 ３ 号 
平成３０年度浜中町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて 

日程第 ８  一般質問 

日程第 ９ 議案第４３号 浜中町森林環境譲与税基金条例の制定について 

日程第１０ 議案第４４号 浜中町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第４５号 
浜中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第１２ 議案第４６号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 

日程第１３ 議案第４７号 
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議につ

いて 

日程第１４ 議案第４８号 
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に関する

協議について 

日程第１５ 議案第４９号 工事請負契約の締結について 

日程第１６ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 
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日程第１７ 議案第５１号 財産の取得について 

日程第１８ 議案第５２号 財産の取得について 

日程第１９ 議案第５３号 令和元年度浜中町一般会計補正予算（第１号） 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） ただ今から令和元年第２回浜中町議会定例会を開会します。 

 

◎開議宣告 

 

○議長（波岡玄智君） これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１番川村議員及び２番田甫

議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 議会運営委員会報告をします。 

本件については、議会運営委員会から本定例会の議事運営について、報告書の提出が

ありました。 

委員長より報告を求めます。 

８番三上議員。 

○８番（三上浅雄君）（口頭報告あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本件は、委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって本件は、委員長報告に対する質疑を省略することに決定しました。 

これで報告を終わります。 

 

◎日程第３ 会期の決定 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第３ 会期の決定を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会報告のとおり本日から６日までの２日間としたい

と思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本定例会の会期は本日から６日までの２日間と決定しました。 

 

◎日程第４ 諸般報告 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第４ 諸般の報告をします。 

まず、本定例会に付された案件は、お手元に配付のとおりです。 

次に、今議会までの議会関係諸会議等については記載のとおりです。 

これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第５ 行政報告 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第５ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（松本博君） おはようございます。本日、第２回浜中町議会定例会に議員全員
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の御出席をいただき、誠にありがとうございます。先の議会から本日までの主なる行政

報告を申し上げます。 

（行政報告あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） 引き続いて、教育委員会より教育行政報告を行います。 

教育長。 

○教育長（内村定之君） 前議会からこれまでの教育行政の主なものについて御報告い

たします。 

（教育行政報告あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これで行政報告を終わります。 

 

◎日程第６ 発議案第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出に 

ついて 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第６ 発議案第１号を議題とします。 

職員に発議案を朗読させます。 

○議事係長（白川貴之君） （発議案第１号 朗読あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本案は、趣旨説明、質疑討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本案は趣旨説明、質疑討論を省略し、直ちに採決することに決定しまし

た。 

これから発議案第１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議案第１号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第７ 報告第３号 平成３０年度浜中町一般会計繰越明許費繰越計算書の報

告について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第７ 報告第３号を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 報告第３号「平成３０年度浜中町一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告について」提案の理由を御説明申し上げます。 

繰越明許費の事業につきましては、平成３１年第２回臨時会において、霧多布港海岸

防潮堤嵩上改良工事等管理業務委託料、霧多布港海岸陸閘改良工事実施設計業務委託

料、霧多布港海岸防潮堤嵩上改良工事、霧多布港海岸陸閘改良工事の４事業について、

事業の性質上いずれもその実施に相当の期間を要し、かつ事業が年度内に終わらない見

込みから、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づき、あらかじめ翌年度に繰り越し

て使用する繰越明許費の議決をいただいたところでありますが、５月３１日の出納閉鎖

により翌年度への繰越額が確定したことから地方自治法施行令第１４６条第２項の規

定により、計算書を調製し報告するものであります。 

なお、令和元年度への繰越額は６億９,６００万円で、繰り越す財源は国庫支出金で

３億６,５００万円、町債で３億３,１００万円となります。 

以上、提案の理由をご説明申し上げましたので、よろしくご承認くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 本件に対し質疑があればこれを許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これで報告を終わります。 
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◎日程第８ 一般質問 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第８ 一般質問を行います。 

通告の順番に発言を許します。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 通告に基づき一般質問を行います。 

１点目の質問事項については、町長選３期目の出馬についてであります。 

平成２３年１０月に松本町長が誕生し、平成２７年１０月に町政運営２期目の重責を

担い、本町の抱える課題に真摯に向き合い、果敢に政策実現に取り組んで来られた姿勢

に敬意を表するところでございます。 

そこで、これまでの町政運営２期８年間の感想と、１０月に行われる町長選に向け、

３期目の出馬があるのかどうか、まずこの点について伺いたいと思います。その上で通

告している次の質問を行ってまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 私は平成２３年１０月から長谷川町長の跡を継ぎ、これまで２期

８年、町長の責を務めさせていただきました。思い返してみますと多くの事があったと

感じております。当時私は副町長でありましたが、長谷川町長は志半ばの２期目に病気

で倒れられ、町長職務代理者の任についたことから始まり、職務代理者の平成２３年３

月、あの東日本大震災が発生し、町長不在の中、震災復興に当たらせていただきました。

長谷川町長はその後９月にご勇退され、私が跡を引き継がせていただきましたが、町長

選挙では地域を支える地場産業の振興と災害に強いまちづくりを主要テーマとして、町

民の皆様から力強い御支援をいただき、町政を担わせていただくこととなったと思って

いるところであります。 

平成２３年と言いますと、現在の第５期浜中町新しい町づくり総合計画の２年目であ

り、長谷川町政を引き継がなければならないことは勿論のこと、東日本大震災を目の当

たりにして災害に強いまちづくりの必要性を感じたところであります。私が担わなけれ

ばとの強い使命感もあったと思っています。 

２期８年と一言で言ってしまえば短かったような感じでありますが、短い中でもこの

８年の時代の流れは非常に早かったと思います。東日本大震災を受け、防災機能を備え
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た役場新庁舎の建設でありますが、多くの町民の皆様や議員の皆様と多くの議論を重

ね、議員全員賛成のもと、現在着々と工事が進んでおります。 

また、霧多布港海岸の防潮堤嵩上工事につきましても、来年度末には完成する見込み

となりました。いずれも議会のご協力があった事と思っておりますので、感謝している

ところであります。 

なお、２期目には若い世代への子育て支援の充実を前の主要テーマに追加強化したと

ころであります。 

次に、３選出馬はどうかとの質問でありますけれども、３月議会の中でも他の議員の

方から御質問をいただき、その際、３期目についてはまだ決意していないという旨、申

し上げさせていただきました。しかしながら、町長選に対して町民の皆さんの関心があ

ることを感じていますと同時に、今後の町政が果たしてどうなるのか御心配いただいて

いることに、私自身痛感している次第であります。本日議員より御質問いただきました

現時点での進退の決意を申し上げなければなりませんけれども、町民の皆様に対して、

私の意思をはっきり申し上げなければならないことは、私自身その責任があると自覚し

ております。現在、後援会の中で手続きを進めておりますけれども、まだ開催されてお

りません。近々開催される予定であります。現状では、そういうことでその段階で決意、

決断と言いますか、その表明をしていきたいというふうに思っているところでありま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） ただ今、町長から２期８年についての感想を聞きました。長谷

川町長から引き継いで、地場産業の振興、それと災害に強いまちづくりに向けて本当に

一生懸命頑張ってこられた。あわせて、２期目については若い世代への子育て支援を一

生懸命町独自の施策として行ってきた。特に、漁業・農業それから商業に関しては、後

継者対策ということで支援の施策についても実施されたということで、高く評価をして

いるところでございます。それで肝心の３期目の出馬については、現時点では松本後援

会の総会を終え、出馬に向けての準備体制が整ってからということで、私は、出馬の有

無については自身の判断で行うべきだと。当然そうでしょうけれども、この町に愛着を

持って、引き続き町が抱える課題解決に向かう意欲があれば、今定例会で出馬表明して

も後援会をはじめ町民の理解が得られると、このように思っていますがいかがでしょう

か。 
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なお、出馬に関してですけれども、報道機関が見えられておりますが、報道機関に発

表する前に議会に相談なり意思表示を何らかの形でしていただけないものかどうか。あ

わせて今後どのような日程で出馬表明するのかも伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 私の最初の答弁では、後援会の事ということでお話ししました。

町長になっての８年間、後援会が私を支えてきてくれたというふうに思っています。そ

ういう意味で、後援会の方と言ったらおかしいですけども、そこを大切にして、そこで

議論されて、決議されて、私の決意表明につながってくると思っています。先ほど言わ

れましたけれど、その前に議会の中で、そのことはできないかというお話がありました。

本当に申し訳なく思っています。今、後援会の開催時期ですが、本当に近々予定されて

いるところであります。後援会全体の会議が予定されておりますけども、その結果を踏

まえて決断したいと思っています。そして私の意思を町民の皆さんにお伝えしていきた

いというふうに考えているところであります。そういう意味では、御質問にありました

今回の議会の中で表明したらどうかというお話がありましたけれども、私としては後援

会を大事にしていきたいという思いでありますので御理解願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 町長の気持ちは分からない訳ではないですけれども、私は少な

くても今までの実績がありますから、対抗馬と言いますか、町長に代わって他の人が出

るというような事はほとんどないだろうと思っていますし、後援会もそのような形で動

くのではないかと思っております。町長の今の話としては、この場で出馬表明はできな

いと。町長は１０日から上京する予定で、今日行事予定表が配られましたから、近々に

予定されている後援会はその前だというふうに思っていますが、いずれにしてもその時

点か、もっと前に出馬表明されるというふうに思っておりますので、期待をしておきた

いと思います。 

それと、関連があるので伺いますけども、５月末で副町長が健康上の理由で退任され

ました。事務方のトップとして、法制執務に詳しく危機管理や実務面でも優秀な人材で

ありました。後任人事については、今後検討すると報道機関に話されているようですけ

れども、町民の関心も高いのでお聞きしますが、本定例会に副町長の選任同意の議案提

出がないのはなぜでしょうか。今後、町長選挙の１０月までに臨時議会を開いて選任す

るのか、あるいは１０月の町長選挙後に副町長の選任を議会に提案するのか。選任時期、
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これらについても関連がありますので伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 今、御指摘ありましたが１０日から東京の方に要望活動で動きま

す。今の段階では、その前に後援会が予定されておりますので、そういう方向でいきた

いと思っています。 

なお、副町長の選任同意も、そのことがはっきりしてから動きが始まると思っていま

す。私がどうするか決まってから選任同意が決まって今後進むと思っています。その後

は、当然議会の皆さんに同意を求めるとすれば各種手続きはあると思います。あるとす

れば、そういうことで進めていきたいと思います。時期としては、決意表明をして、そ

の後に選任同意の手続きがとれると思っています。順序としてはそういうことでいきた

いと思っています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 今、町長の方から決意表明後とはっきり言われましたので、そ

ういった方向というふうに押さえておきたいと思います。その上で前段の質疑で答弁さ

れたとおり、出馬は近々に行うことになると思っておりますので、後段の質問に移らせ

ていただきますが、３月定例会で表明した町政執行方針に基づく町政運営が進められる

ことになると思われますが、新たな公約の提示はあるのか。どのようなまちづくりを目

指していくのか。人口減少対策など具体的な思いがあれば伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 先ほども申し上げましたが、この８年間の時代の流れは本当に非

常に早かったと思っていますし、高齢化と少子化はますます進みました。これは、人口

減少対策ですけれども、都市部への人口流出等と相まって、本町の人口は減少し続けて

おります。本町の基幹産業は、酪農と漁業であります。この産業を振興し、働きながら

安心して子育てができるよう、高校生世代までの医療費無償化であったり、保育料の負

担軽減、就業交付金制度の創設など様々な施策を展開してきたと思っておりますが、浜

中町が今後も持続的に発展するためには、まだまだ道半ばだと思っております。 

また、公約のことをお話しされましたけれども、現時点では新しい公約を申し上げる

ことはできません。ただ、現在６期の総合計画を策定中であります。当然、５期の総合

計画で踏襲するべきものは踏襲しながら、町民の皆様が安心して将来にわたって住み続

けたいと思えるような明るいまちであってもらいたいと思っております。現在、６期の
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まちづくり委員会でありますけども、産業部会、自然環境部会、防災強靱化部会、保健

福祉部会、教育文化部会、行政部会、６つの専門部会を設置して、それぞれの分野で議

論がされました。そして今、１０年後の浜中町がこうあったらいいなというテーマで先

の６つの部会が一生懸命お話しをしていただいていると思っています。そして、そうい

う将来像の提言を先日受けたところであります。ぜひ、これを含めて、これからまちを

作っていくとすれば、町民からの意見を含めてそれが生かされるのではないかと。今の

段階で生かされるのではないかというふうに思っているところであります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 今の町長の答弁については、６期の総合計画を今策定中であっ

て、１０年後の浜中町のテーマも提言されている、そんな中で進めていけたらというこ

とですから、そういう方向で進んでいただきたいと私は思っています。今までも、そう

ですが３本の柱。これをやはり堅持しながら推し進めていただきたいというふうに思っ

ております。 

それから、人口減少対策については浜中町創生総合戦略に密接な関係があると思って

おりますが、この計画については平成２７年から今年度までの５ヵ年計画でありまし

た。これについては今年度中に策定することになるのかどうか、その辺を事務的に答え

られる部分があればお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 総合戦略の関係を事務的にということでございますので、

私のほうから御答弁申し上げます。議員おっしゃったとおり、本年度末をもちまして現

在の計画は終了でございます。国の方からも次期の策定を求められております。来月に

は道の方で、その趣旨内容というか、求めている内容や今後の方向性についての説明を

する会議も予定されているところでございます。総合計画の策定もございますけれど

も、こちらとリンクさせながらというか関連づけながら、町の計画の最上位は総合計画

でございますけれども、その計画とリンクさせながら、関連づけながら今後５年間の総

合戦略を策定するということで、外部委託する部分もございますけれども、その予算化

もさせていただいておりますので、年度末までに策定するということで動かせていただ

きたいと考えているところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） わかりました。３期目の出馬に関しては、町長は必ずや立起表
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明していただけると思っておりますし、今までの８年間の経験と実績を財産にして、自

信を持って町政執行の先頭に立っていただきたいと思います。 

次の質問に移らせていただきます。２点目の質問ですけれども、第６期浜中町まちづ

くり総合計画の作成状況ということで質問をさせていただきます。 

まず初めに、令和２年から第６期の総合計画がスタートいたしますが、計画策定の基

本姿勢及び計画期間と構成などの概要について説明をいただきますとともに、現在の作

成状況と素案段階で議会への説明をされるのかどうか、この辺について伺っておきたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げたいと思います。基本

姿勢及び基本計画と構成の概要についてということでございます。総合計画の基本構想

につきましては、本年１２月の第４回定例会で議決をいただくべく、提案させていただ

きたいと考えているところでございます。 

まず最初に構成からお答え申し上げます。この基本構想につきましては、２部構成と

いうことで考えてございます。その２部構成ですけれども、第１部を序論、第２部を基

本構想として構成しようと考えております。その中で第１部序論につきましては、第１

章総合計画の趣旨、第２章総合計画の位置づけ、第３章を総合計画の名称及び構成と期

間、第４章総合計画策定の背景とし、第２部では、基本構想で第１章を目指すまちの姿、

第２章将来像実現のためのまちづくりの分野別基本目標、第３章施策の体系図と考えて

いるところでございます。基本姿勢でありますけれども、この第２部基本構想の第１章、

こちらで目指す町の姿の第２節をまちづくりの基本的な考え方として１０年後の将来

を見据え、地域と行政が一体となり、かけがえのない自然環境を大切にし、地域特性を

生かした産業振興を図りながら、郷土に対する愛着や誇りを醸成し、町民一人一人の笑

顔が輝くまちづくりを目指す、とその様に謳いたいと考えております。計画期間につき

ましては、これまでの総合計画と同様に１０年間として、令和２年度から令和１１年度

までとしたいと考えているところでございます。 

次に、策定状況と素案段階での議会への説明ということでございます。策定状況につ

きましては現段階ということで、過去の議会でも質問ありましたので部会構成とかそう

いうところは省かせていただきまして、本年４月２６日に各管理職を構成員とする第３

回の策定委員会を開催しております。その中で基本構想の骨子案、それと基本構想素案
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を事前配付という形で配っているところでございます。５月３０日、第４回の策定委員

会を開催してその内容について協議したところでございます。先ほど町長の方からも答

弁ありましたけれども、そういったことをまちづくり委員会の方から提言書もいただい

ておりますので、それに基づいて骨子ということで動いているところでございます。 

素案段階での議会への説明ということでございますけれども、今後、策定委員会で協

議を経た後、更に町内産業団体のトップですとか、そういった有識者を構成員とする策

定審議会を設置する予定でございます。その中で更に内容を議論していただいて、原案

となった時点の今年１１月以降に議員の皆様には内容を御説明申し上げたいと考えて

いるところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 細かく総合計画の概要について御説明いただきました。それと

策定状況はわかりましたし、素案段階での議会の説明ということではなくて、有識者を

踏まえた審議会で議論をしていただいた後に、原案となった時点で議会に説明をすると

いうことで押さえておきたいと思います。ただ、審議会になぜ素案かということなので

すけども、審議会に諮る前に一度議会に相談してもらえると、議会の意見も第６期総合

計画に反映していただけるという部分もあるかもしれませんので、そういった部分で入

れてもらった上で、審議会に答申をするというような形もあっていいのかなと。それで

決まった上で、再度原案を議会に提出していただくというようなことがあってもいいの

かと思いますので、その辺の考え方をお聞かせください。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げます。多少時期が外れ

るのですが、前回の策定状況とはちょっと時期がずれる形になろうかと思います。前回

１０年前につきましては、議会の方への構想の議決というのは年を明けて２月の臨時会

で議決いただいているということでございます。その前に数回の審議会を開催して、原

案にしたと。その後、臨時会までの間に議会の方には説明しているということでござい

ます。そういった形で今回も同じく、できれば先ほども申し上げましたとおり１２月の

定例会で議決いただきたいと思っておりますので、それに間に合うように原案段階でと

いうことでお話し申し上げました。 

 総合計画ですけれども、町民の方を委員とするまちづくり委員会を設置してございま

す。その中で、若いお母さんもいればお父さんもいるし、ある程度経験した方もいらっ
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しゃいますし、多方面にわたる方を委員としてメンバー構成させていただきました。そ

の中で議論した内容でございますので、確かに議員おっしゃるように議会の意見もとい

うことがあろうかと思いますけれども、１０年前の策定の仕方も含めて、そういったメ

ンバー構成の中でいろいろな意見というのは町民の中から吸い上げることはできてい

るのではないかということで、原案段階で検討させていただきたいと思っているところ

でございます。有識者を構成メンバーとする審議会についても、これは行政機関とは主

に関係のない方々でございます。そういった形で、町民の声を反映すべくというふうに

考えていたわけでございます。そういった中で、原案の段階で御説明申し上げたいとい

うふうに考えておりましたので御理解いただきたいと思うのですけれども、その辺につ

いては御相談させていただいた上で検討させていただければと思います。また、町民の

方に委員構成として入っていただいておりますので、その中で検討させていただきたい

というところではございますので御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 理解してほしいと言うけれども理解できません。と言うのは、

我々議会議員も町民から選ばれているんですよ。やはりそれなりに政策的な部分も提言

できることになっていますから、当然総合計画の中に意見として、この分野については

もっとこの部分を取り入れたらどうでしょうかとか、そういった意見があると思うので

すよ。ですから、私は原案となって、その原案を修正できるのであれば別ですよ。別で

すけれども、いろんなまちづくり委員会とか有識者を含めて原案を作った。これを１２

月前に議会に提案して、定例会で議決してほしいというのは、わからないわけではない

ですが、その前に素案を示していただきたいということです。それは、全員協議会等で

提案して出していただければ議論が深まるかと。その方がいいんじゃないですか、策定

する段階としては。そのように思うんですが、その辺の考え方は事務的には企画財政課

長からお話がありましたので、町長はどういうふうに思いますか。お聞かせください。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 企画財政課長がお話ししましたけれども、強く今思っているとこ

ろは、町民の声をしっかり聞いてそれを反映させて進めているという中で、今度はその

ことに対して議会でも、もう一つあるよということになってくると、ちょっとその声を

集める段階では、私どもも頼んでいる以上、厳しいところかなというふうに思っている

ところです。今ですよ。今の段階で。ですから、その辺事務方、町長もそう思っていま
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すけれども、もう少し事務方とも協議できればというふうに思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君）川村議員。 

○１番（川村義春君） 今の町長の答弁がよく、わからなかったのですが町民の声を反

映させていくためにいろんな仕組みでやってきたと。それで、その上に議会の声という

ことであれば屋上屋を重ねるようなことになるから、ちょっと遠慮してほしいというよ

うな、そんな内容ですか。極端な事を言えば。わかりました。それでも機会があればち

ょっとしたことでも、こんな内容で流れていますよということぐらいは出してもらって

もいいのかなと思うので、そのようにお願いしたいと思います。もし、それでいけると

すれば答弁いただきたい。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げたいと思います。先ほ

どまちづくり委員会からの提言書が提出されたというお話をさせていただきました。こ

の提言書ですけれども、公表する予定でございます。当然、必要があれば紙媒体でお配

りするということも可能ですし、ホームページ上で公表するということになっておりま

す。そういった中で、町からの情報発信は逐次させていただきたいなということで考え

てございます。そういった情報をキャッチした上で、逆に言うと、見た段階で助言はい

ただけるのかなと。あえて場を設けなくても、皆さんからきっと助言いただけるのでは

ないかと、そのように考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 了解です。そのように進めていただきたいと思います。 

次の質問に移りますが、３月定例会で検討すると言われた道の駅構想及び新たな補助

制度の創設、高度無線環境整備推進事業により活用が可能となる高速通信網光回線の整

備、それと防災対策の避難タワーの建設費、避難艇の配備に関して、第６期総合計画に

反映されているかどうか、その辺の考え方をまず道の駅の部分からお答えいただきたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今３点について御質問をいただきました。 

まず、道の駅からということでございますが、前段として総体的なお話をさせていた

だきたいと思います。総合計画ですけれども、第５期の総合計画でもそうだった訳なの

ですけれども、議決をいただく基本構想、それとその後の基本計画ですけれども、こち
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らにつきましては、例えば漁業の振興ですとか子育て支援、児童福祉というような基本

的な大きな項目、本来考えなければいけない施策の大項目というような形になろうかと

考えております。それを実現するための手段としての事業が実施計画に登載されるのか

なというところを含みつつ御答弁させていただきたいと思います。 

道の駅ですけれども、一昨年１０月、両漁協、農協の組合長、商工会長と意見交換を

してございます。その際、相当慎重に時間をかけて検討する必要があるとの御意見をい

ただいたところであります。この道の駅なのですけれども、新たな産業振興や観光振興

施策の一つとして、町が整備し、運営は産業団体が担うということで考えていた訳であ

ります。町内外の多くの方に利用していただき、そこで浜中町の特産品を買っていただ

くことで産業振興につながるものと考えております。ですけれども、道の駅に置く特産

品の商品の確保など課題も非常に多くある状況です。町の物産を広く買っていただくこ

とで産業振興につながるとして、以前ゆうゆの前で実施しておりましたテント市場につ

きましても現在実施できていない状況であります。そのようなことを考えますと、道の

駅の整備につきましては、産業振興や観光振興に非常に有用で有効なのかなというふう

に思いますけれども、現時点ではそういった問題点が解決されないということで、総合

計画の個別計画であります実施計画に明記することは難しいというふうに考えている

ところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 道の駅の関係については、今凍結状態にあるということですけ

れども、今の現状をどのように打開するかという、そういう手だてが明確にある程度出

てくるべきだと思うのですよ。問題を整理して、その上で問題点を洗い出した上で協議

の場を持っていくということでないと、作ったはいいけれども、どこが運営していくと

か、責任説明が果たせないのではないかというふうに思っておりましたので、総合計画

の大きな構想の中にはあるけれども、位置づけとして、産業振興などの中にあるけれど

も、その課題がきちんと整理がついた段階で実施計画に盛られることもあるかもしれな

いという捉え方でいいですね。それで私は、当面それが課題解決する前に３月定例会で

も言ったんですが、ふるさと納税。これをやっぱり商品開発、物産の開発などを重点的

に力を入れて、浜中町の魅力を売るっていう部分では大事なことかなと思っていますの

で、ふるさと納税の推進これについて総合計画の実施計画の中にきちんと盛り込むだと

か、予算を計上して予算額を計画額、それを入れていくことが必要ではないかと思うの
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ですが、その辺はどうなっていますか。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今のふるさと納税の関係でございます。実施計画に

受ける側でございますので、実施計画に載せられるかどうかというのは、ちょっと置い

ておかせていただきたいのですけれども、考え方としてということで御答弁申し上げた

いと思います。 

課題でありました地域おこし協力隊ですけれども、やっと先月１６日から１人任用す

ることが可能になりました。実は予算は１人しかなかったのですけれども、一時期２人

希望される方がいらっしゃいまして、長い間募集しても来なかったものですから２人来

たら２人取ろうかという考え方もございまして、そういった場合については、ふるさと

納税の返戻品の商品開発に１人携わってもらうのも手かなというように考えたことも

ございます。そういった中で、ふるさと納税は１億円ほどで横ばい状態でございます。

総務省から新たなふるさと納税ということで指導も入っている訳ですけれども、そうい

った中で浜中町の物産をＰＲする。これは町もそうですけれども、ふるさと納税の返礼

品、更には各産業団体ともいろいろな御相談をさせていただきながら、地場産品の付加

価値化、あるいはそのＰＲというのは進めていくべきだと思っております。その中の一

つの手段として、ふるさと納税の返礼品というのも含まれるかと考えてございますので

御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 次の質問に移ります。光回線の関係です。これに関しては、新

たな補助制度が活用できるということで楽しみにしておりました。道の通信局との協議

内容について、いつ、どこで、誰と、どのように行われ、その結果についてどうだった

のかということをお聞きしておきたいと思います。これについては、本当に霧多布地区

のエリアしか光回線が入っていない。琵琶瀬地区、榊町地区、茶内市街、浜中市街、姉

別市街、農家方面が全然入っていないと、すごい希望があるんですよ。特に今、５Ｇの

話が出てきていますが、これについてはアメリカと中国とのファーウェイの関係で摩擦

が起きて、もう導入は当面ないというような状況もありますから、仮にきても通信施設

を沢山作らなければないというような話も聞いていますので、そちらの方は別にして、

できるだけ早く光回線を有線ですから導入すべきだと思っていますので、その経過につ

いて教えていただきたいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 光回線の関係でございます。現在、事業を実施できるか

どうか、その可能性について検討中ということでございます。３月の定例会で私答弁さ

せていただいたと思っておりますけれども、総合通信局に相談に行くというようなお話

をさせていただいております。今年３月２１日、札幌の総務省の通信局へ私が出向いて

御相談させていただきました。当日対応していただきましたのは、情報通信部情報通信

振興課課長の鈴木さんという方でございます。その他に課長補佐の方１名と企画管理監

１名ということで、３人の方にお話を聞いていただきました。 

まず５Ｇですけれども、こちらにつきましては、北海道には相当厳しいということを

総合通信局の方から言われております。確かに速度は速くなりますけれども、速度が速

くなる分、距離は短くなると。その短くなる分、施設を多く整備しなければいけないの

で北海道にはちょっと苦しいかなという話で、５Ｇは念頭にあまり置かないでいただき

たいというような旨のお話をされているところでございます。そういった中での光回線

なのですけれども、まず、整備した場合にどれだけ接続してもらえるのかという意向調

査が必要ですというお話をされています。普通のアンケートであれば回収率３０％程度

だそうですけれども、今回の場合に限ってはそれではまずいと。きちんとした信憑性の

高いアンケートにしていただきたい、７割以上の回収率は必要だというお話をされてい

ます。更に数字的なことはお話していただけませんでしたけれども、ある程度の加入数

は必要ですというお話もされております。そういった中で先日、自治会連合会の総会で

も各自治会長さんにお願い申し上げました。そういったことでアンケートを考えている

ので、協力願いたいというお話をさせていただいたところでございます。そのアンケー

トの実績をもとに当然ＮＴＴにもお話ししなければならないということが発生するだ

ろうと。そういった情報をもとに改めてお話しましょうということで総合通信局のほう

からは言われております。更に光回線がベストとは限らないというのもお話されていま

す。ですので、要は末端まで光回線がいいのか、ある程度のところまででそこから無線

を飛ばすのがいいのか、そういう選択肢もあると。そういうことを判断するためにもア

ンケートをきちんと実施してくださいというように言われているところでございます。

現在、夏までにアンケートを実施しようと思っております。アンケートの中身について

も検討の着手をしたばかりでございますけれども、いずれにしても補助事業に採択して

いただける道順を模索すべく、事業展開に向けて仕事をさせていただきたいと考えてい
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るところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 楽しみにしていた結果がどんどん前向きに出てきたなというふ

うに思っていますので、町民あるいは自治会を通じてそういうアンケートをされるとい

うことで、大いにこのアンケートをきちんととれるような形でＰＲをして、我々も議会

議員として地域に帰ったらそういうＰＲをしていきたいと思っていますので、ぜひそう

いうことで進めていただきたいと思います。 

それから防災対策の避難タワー、避難艇の配備に移りますけれども、地域防災計画に

ついては近々見直す予定だということであります。当然、３月定例会ではそれにも反映

されると、総合計画にも反映されるという答えはもらっていますが、千島海溝沿いの３

０年以内にマグニチュード８．８以上の地震が発生する確率は４０％以上だと、もう本

当に近い将来、そういう地震、津波災害が起きうる確率が高いわけですから、これも早

急に避難タワーがいいのか、あるいは、今２番議員からも一般質問が出ていますけれど

も、高台というか施設、例えば高校の屋上を避難施設にするだとか、いろいろな対策を

急ぐ必要があると。それと緊防債についても、たぶんそろそろ期限が切れるだろうとい

うふうに思っていますので、その緊防債を有意義に使うために早めにその辺の計画づく

りをして、要望していくということは大事だというふうに思っていますので、できれば

令和２年からスタートする浜中町創生総合戦略５ヵ年ごとの前期の計画、これにぜひ盛

り込んでいただければと思っていますが、その辺の対応についてお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答えを申し上げたいと思います。本

年度の町政執行方針でも災害に強いまちづくりというのは３本の柱の一つと、最重要課

題として捉えているという表れでもございます。 

 津波避難対策でございますけれども、防災対策室の方で今後の検討をしているところ

でございます。タワーがいいのか、現在、避難艇につきましても平成３０年度から緊防

債を活用することが可能となっております。先ほど議員おっしゃいました霧高の活用、

屋上ですと津波浸水域を脱するというようなことでございますので、その屋上活用とい

うのも検討できるのかなというふうに考えているところでございます。総合計画、基本

構想、基本計画の中に防災対策、これは絶対謳われるべきものです。当然そのようにな
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ろうかと考えております。今３つ申し上げましたけれども、どの事業が１番良いのか、

地域によっては選択肢が変わってくるということもあろうかと思います。そういった中

でどれが良いのかというのをきちんと定めた上で答えを求めて総合計画には反映させ

たいなと。その作業に時間がかかるということも、現在急いでおりますけれども時間が

かかる可能性もございます。方向性が見えた時点できちんとした実施計画として載せさ

せていただきたい。ただし、令和２年の当初に間に合うかどうかわかりません。ただ載

った限りは町に責任があるので、やれるかやれないかわからなくて載せるのではなく、

載った限りはやらなくてはいけないという視点で登載させていただきたいと考えてい

るところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 今、企画財政課長の方から実施計画に載せた以上は、町の責任

においてやらなければならないという考え方が示されました。まさにそのとおりだと思

いますが、これから調査、設計等いろいろ出てくると思いますが、浜中町にとって本当

に最大の懸案事項だと思っています。私は、ずっとこの防災の避難タワーについて早く

やってくれと、大きなマグニチュード８．８規模の地震が起きた場合、必ずや電柱の倒

壊だとか液状化現象が起きるだろうと。そういう中で、車での避難というのは本当に考

えられない。危険と考えていますので、できるだけ早くその調査を進めて、前期計画の

中に位置づけをしていただきたいと思いますが、最後に町長からそのことについてあれ

ばお聞かせいただきたいと思います。これで終わります。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 今の御質問でありますけども、いずれにしても防災対策というの

は本当に大変重要なことだと思っていますし、これからしっかり総合計画に載せるとい

う決意でいます。そういう意味からするとしっかり議論をさせてもらって、地域とも、

議会とも相談させてもらって今後進めていきたいというふうに思っています。課長のほ

うから今までの総合計画はどうだったのかというふうに思いますけども、ちょっと気に

なったのは、庁舎の関係で、前回も前々回の総合計画でも載ってはいたのですけども、

やっと今回できましたので、ちょっと時間がかかりましたけども、そういうことを含め

て今後防災計画については、なお一層進めていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（波岡玄智君） ２番田甫議員。 
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○２番（田甫哲朗君） 通告に沿いまして、２項目について質問させていただきます。 

まず、最初の１点目であります。地区別、年代別人口ビジョンということで前回から

町全体の人口ビジョンは示されておりますけれども、細かな地区別ビジョンが必要だろ

うと。今後、様々な施策、事業を展開していく上で、どの地区にどういう年代の人がど

れだけの人口になるのだという長期的な展望を見ないと、一度施設を建設すると向こう

５０年、６０年は施設が残り、利活用されるわけでございます。 

先ほど出ていました１０年単位の総合計画、これとは別に長期展望の上で事業を考え

ていく必要があるだろうということで、前回も地区別の年代別の人口推計を出してくだ

さいということでお願いしてございました。なかなか忙しい中、職員では難しいのかな

という思いの中で、今回また質問をさせていただきますけれども、まず、この細かな地

区別の人口動態のデータが今後の町の施策を考える上で必要であるというふうに捉え

ているのか、大きな町の人口動態で大丈夫というふうに捉えているのか、まずその見解

を伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の御質問にお答え申し上げます。人口ビジョンで

すけれども、５年前から今年度、総合戦略とあわせて人口ビジョンと後期５年間の作成

をしようと予算、委託料を計上させていただいているところでございます。こちらにつ

きましては、国からも策定を求められているということもございますし、将来を見据え

る上で、町の振興をする上で総合戦略とセットで必要だというふうに捉えている訳でご

ざいますけれども、町内２８自治会町内会がございます。その中で御心配いただきまし

たけれども、詳細な調査をするというのは、かなり相当の時間と労力が必要になろうか

と考えてございます。これまでの事業もそうでした。これからもそのように考えており

ますけれども、一つの事業、施策を展開するためには各地域に入って意見をいただいた

り、あるいは今後の方向性を御相談させていただいたりということで、その事業が必要

なのかどうかというのを見極めて事業をしてきたというふうに思ってございます。今後

もそのようにさせていただきたいと思っております。 

 本町、現在６，０００人を割っております。小さい自治会町内会ですと数十人、１０

０人は当然切っているというような状況でございます。そういった状況を考えますと、

社会増減１件転居してきていただければ、どっと率や人口が増えるという形になります

し、逆に１件転出されるとどんと減るというような形で、非常に将来性が曖昧になるの
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かなというふうに考えられるところもございます。２８自治会町内会ある中で、ここの

地域はこれだけ減っていく見込みですという数字を公に地域に示すということにもな

りますので、そういったことが本当の意味で町の振興に対して良いのかどうか、住民感

情も考えた上で、そういうことを考えれば、今後こういうふうになるだろうと総体的な

人口動態というのは押さえておく必要はあると思いますけれども、そういった総合的な

ことを考えるとピンポイントでのビジョンというのは、どうなのかなと考えているとこ

ろでございます。ただし、箱物ですとか道路整備をするとか、そういった事業をやる場

合については、その地域で本当にその事業が必要なのか、そういうところは、その地域

の皆さんに直接お話しして、今後家族構成はどうなりそうですかと、その地域ごとに御

相談をさせていただいて事業を展開させていただきたいなと考えているところでござ

います。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ちょっと、かみ合っていないですよね。前回、私、同じような

質問をした時に企画財政課長は、時間はかかるかもしれないけれども、職員の手でつく

りたいという答弁をされております。今私がこれは必要ではないですかということで伺

っているのは、前回も質問していますけれども、例えば学校の適正配置ということを考

えた中で、１回学校をつくると、さっきも言ったように５０年、６０年という期間を使

う形になりますということです。だから１０年後に世帯がどういう人数になるのか。ど

この地区にそういうふうになるのか、要はそういう具体的なことです。もっと小さなこ

とを言うと自治会町内会、これも今の形がいつまでも続くかどうか。あるいは、どこか

の町内会と合併という話になるかもしれない、そうなってくると、今個別に持っておら

れる公の集会施設。これの改修事業等についても、やはり長期展望で考えていかなくて

はいけない話になるのだと思うのです。その上で必要ではないのですかということで私

は尋ねておりますので、住民感情がどう、そういう問題ではないと思うのですよね。そ

の点で必要ではないというふうに考えているのであれば、そのように答弁いただきたい

し、必要だと考えるのであれば、職員でつくるには大変な労力だろうということで、私

は今回この浜中町全体の人口ビジョンを５年目で見直す中において、こういう事業、業

務を委託してはどうですかということで質問書を出させていただいていますので、その

旨でお答えいただければと思います。必要ないと考えるのであれば、そのようにはっき

りお答えください。 
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○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 大変申し訳ございません。私の意としていることが伝わ

らなかったのかなというような気もしますけれども、今回の人口ビジョン、５年だと思

っております。確かに一つ箱物をつくると５０年使うというのは当然そのようになろう

かと思いますし、公の集会施設も経年しております。今後建て替えするとか、補修する

というのは当然目の前にぶら下がっているというところでございます。そういった中で

公共施設の総合管理計画というのも策定しているところでございます。必要なのか、必

要ないのかと言ったら必要なのかもしれません。ですが、つくれないと思っています。

事業をやるためには必要なのではないですかというお話をいただきました。その通りだ

と思います。ですから、その事業が必要だと考えられる場合については、その地域に入

って、こういう施設が必要なのかどうか、今後どうかということをその施設の整備、ピ

ンポイントに的を当てて、地域に入って相談させていただきたいというつもりで御答弁

申し上げたところでございます。公の集会施設の統合もあり得るのではないかというよ

うなお話をされましたけれども、場合によっては、将来的にはそういうことも必要にな

るということも考えられるとは思います。ここ最近、急激に学校も統合されて、小学校、

中学校、非常に学校数が減ってしまいました。ですけれども、昭和の後半から平成のひ

と桁、集中的に学校整備されたんですけれども、その時には議会も、我々町のほうも、

地域の住民の方もこんなに急激に人口が減ると思っていなかったと思うのですけれど

も、そういった中で学校がなくなってしまったということもございます。これは一つの

教訓として捉えなければいけないと思っておりますので、事業展開する場合については

慎重になることも必要だと思いますし、地域と相談させていただくたくということも絶

対必要だと思っております。そういったことは必要だとは思いますけれども、今回の人

口ビジョン、町総体的な人口ビジョンは策定させていただきたいと考えておりますけれ

ども、ピンポイント、各地域ごとというのは策定は厳しいというふうに捉えているとこ

ろでございます。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 要するにつくらないというふうに捉えます。ただ、今、奇しく

もおっしゃった前回学校の閉校に絡んで、新校舎がどんどん閉校になってしまったとい

う、それを反省してというような趣旨のこともございました。それを踏まえるのであれ

ば、なおのこと必要なのだろうと私は思うのですよ。前回一般質問させていただきまし
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たけれども、現在の霧多布中学校、１０年後までは私でも今の保育所の年長さん、年中

さん、年少さんの数から追えば前回示したように３０数人という数になるということは

計算できるのです。でもその先の展望がなければ、そういう事業ということはやはり計

画できないであろうと思うし、ましてや１０年ごとの総合計画をつくる上でも、今年度

ではない次期第７期の総合計画をつくる上でも必要なのではないかというふうに思う

のですけれども、必要ないという答弁でしたので、これ以上は伺いません。 

もう１点。先ほど１番議員の質問の中でもございました。私は前回、まちづくり総合

計画に関わって、各分科会、委員会で様々な御意見、提言があるだろうから内容等を議

会に示して下さいという旨もお願いしてございます。たぶん、先ほどおっしゃったまち

づくり委員会から出された提言書が代わるものかというふうに理解するのですけれど、

それでよろしいのかどうか。先ほど必要であれば紙媒体でという話でしたけれども、私

はぜひ紙媒体で示していただきたいと思いますけれども、その点答弁いただきたいと思

います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今の点についてお答え申し上げます。まず、紙媒体

でということでございますけれども、これは増刷するだけで、すぐ御用意できますので、

お配りできるということで捉えていただきたいと思います。 

それと、つくる必要がないのかどうかというところで再度なんですけれども、現在生

まれている方というのは当然数字が分かりますので、その推計は容易にできると思いま

す。総合戦略を策定する、総合計画を策定する、何のために策定するのか。浜中町が今

後も持続するために策定したいと考えているところでございます。人口がこれ以上減ら

ないためにはどうしたらいいのか。これから生まれるか生まれないかというのは誰もわ

からない話です。ですけれども、希望として１人でも多く生まれてほしい。１件でも多

くの家族が外から転入してきてほしい。そういうことで施策を展開していきたいと思っ

ておりますので、そういったところで努力させていただきたいと。そういう事業展開で

努力させていただきたいと考えておりますので御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 何というか、私の質問の仕方が悪いのかどうか、感情論のよう

な感じになりますので、もうこれ以上これについては質問いたしません。 

２点目は、防災計画についてお尋ねしたいと思います。前回の議会後の議会だよりを
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ご覧になられた方から私に、津波避難対策というのは中学校、高校だけでいいのかとい

う質問がなされました。現在の計画は、道道別海厚岸線を通って浜中まで逃げるという

計画でございます。前回、基本調査が出されておりまして、この地区、要は新川、暮帰

別地区については、避難タワー３基を設置した場合には、所定の時間内に避難は可能と

いうような調査結果だったかと思っています。なおかつ、一部結果の中に榊町地区の浸

水予想時間に誤りがございましたということで、現状のままでも所要時間内に避難は可

能という答弁だったかというふうに思っております。ただ前回、主要道道にかかってい

る橋の耐震強度は大丈夫かという質問に対しましては、これは緊急輸送道路となってい

る関係で、しっかりと耐震対策がとられていると。なおかつ今建設が進められている新

庁舎に続く新たな霧多布地区の避難道、これも完成することは、もう間違いございませ

ん。それを見た時に、やはり最も近い高台、要するに湯沸山へ逃げることが１番ベスト

であろう、そういう考えのもとで私にも問いかけがございました。残念ながら私は、そ

の方に対しまして、津波防災に関しましては、私、議会に入りましてから度々質問をさ

せていただきましたけれども、最終的な答弁は、地域住民と協議して、あるいは地域住

民から要望があれば、そういうお答えで終わってしまうので、私はこれ以上津波防災に

関する一般質問はやめようと考えておりますというお答えをしてしまいました。ただ、

そのあと私もいろいろ考えました。３．１１も私は初めてこの議会という場に入って以

来、この必要性を感じた中で、数度となく津波対策については質問させていただきまし

た。その上で、あれから８年経った中、我が町の避難計画というのは正直、遅々として

進んでいないのだろうなと。避難したあとの避難所運営なり、備蓄品なり、非常用発電

機なり、要は避難した後の対策というのは、もったいないことに緊防債を使いながら、

こういう計画が進められてきたこととは思っておりますけど、肝心の避難すること、命

を守ることに関しては、やはり安心安全な計画にはなっていないという思いがございま

すので、いま一度このことについて質問させていただきたいと思います。 

まず１点目、現在この地域防災計画とは別に、津波に特化した避難計画を策定中であ

るというお答えがございました。この津波防災計画の公表できる時期というのはいつ頃

というふうに考えておられますか。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。津波避難計画でございますけれども、

これは町の防災対策の基本となります浜中町地域防災計画に基づきまして、津波避難に
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特化した計画ということで、町全体の計画につきましては平成２７年の３月、各自治会

町内会ごとの地域計画が平成２７年９月に策定済みでございます。現在、議員おっしゃ

いますとおり、地域防災計画につきましては見直しを着手しているということで、今年

３月に開催されました浜中町防災会議においても防災計画の見直しの概要を示して、今

年度中に改定を予定しているところでございます。それを受けて、津波避難計画につき

ましては、地域防災計画の改定後に見直しの作業に入るということでございますけれど

も、議員おっしゃいますとおり湯沸高台の避難道路、これが再来年には運用になるとい

うことでございますので、当然それを見通した見直しになるというふうに考えてござい

ます。見直しの時期につきましては、令和２年度中の見直しということを予定しており

まして、見直し後、直ちに公表するということを考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 浜中町の地域防災計画が出来た後に津波に特化した防災計画を

来年度早急につくりたいというお話でございました。要は、計画策定にあたっては、こ

ういう場で自分の考えで私がしゃべるのも勿論どうなのかと思うのですけど、まず地域

ですよね。地域住民。要は、当事者となられる町民の方々。この方々の意見、思いとい

うのが最も大事なのだろうと思います。それで当然この計画をつくるにあたっては、地

区別に個々に懇談会なり、意見交換会なりを開いて実施していくものと思います。今現

在、それがなされているのかいないのかはわかりませんけれども、もし何度でもやって

いるのであればその実績、その時の住民の参加率、そういうものを示していただきたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。前回、平成２７年策定した津波避難

計画につきましては、当時、東日本大震災後に町が行った津波避難に対するアンケート

調査結果です。あるいは翌年、道が作成いたしました津波避難計画策定指針を参考とし

て、平成２６年１２月から翌年８月にかけまして、海岸地域１７自治会町内会との議論

を重ねて策定したということで、当時、地区別懇談会という形で計３２回開催して、人

数的には２１８名の町民の方に御参加をいただいたという実績はございます。それで今

回新たに津波避難計画の見直しを行うということについては、まず現計画の検証を行う

ということ。それと、この間新たな知見、状況の変化等ございますので、それに応じて

最善の避難方法を検討するということでございます。当然地域の皆さんとも懇談会な
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り、意見交換の場を設けて、十分協議をしていきたいということで、現在のところはま

だそういう場を持ってございませんけれども、今後そういう場をつくるように進めてい

きたいと考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 今後この計画をつくるにあたって、自治会町内会に入っていっ

て住民と協議したいという答弁だったかと思います。ただ、これは今年度実施されるの

かどうか、いまだに明確にはなっていませんけれども、去年が本来の地区別懇談会の時

期だったのですけれど、昨年度はこれを見送ったと。そういう地区別懇談会の場で、防

災計画策定についての懇談をされるというお考えなのか、それとも別に町民の方々に御

案内をして、津波避難対策について特化した御意見をいただきたいのでという形で行う

のかの確認です。正直、茶内地区もそうですけれども、この地区別懇談会というものの

参加率というのは決して高くない状況の中で防災計画も話し合われたのであれば、少々

不安がありますので確認をさせていただきます。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。この津波避難計画の関係についても、

地域に入って意見聴取をするという部分につきましては、やはりこの防災対策につきま

しては、非常に課題がいろいろあると。避難もそうですし、様々な部分の課題が多いと

いうことで、やはり今私ども考えているのはこの避難の部分、あるいは防災対策、この

分野に関して特化したお話をしていきたいということでございますので、現状、まちづ

くり懇談会なり、地区別懇談会、こちらの町で行う地域に入っての懇談会とは別に、防

災に特化した話し合いをしていきたいと。前回もそうですけれども防災として地域に入

って、防災で議論をしていきたいというふうに考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） たった３人しかいない防災対策室、それでなくても他の業務も

舞い込んで、大変忙しいのかなと思います。特に今回つくっていただきました空き家対

策については、総務課で棚上げされていた案件が防災対策室長含めた３名で、本当に頑

張って成案にしていただいたというふうに感謝しております。同時に、そういうノウハ

ウ、要は防災対策室のノウハウを生かしてぜひこの町民と綿密な話し合いを重ねて確か

な計画づくりを進めていただきたいと考えております。それで私が考えるのは、先ほど

来、防潮堤等の話もございましたけれども、Ｌ１津波ではなく、あくまでもこの防災計
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画の見直しが迫られたのは間違いなく３．１１であって、その後の北海道の浸水予測図、

シミュレーション等があって、Ｌ１津波、Ｌ２津波に特化した形でこの計画がつくられ

るんだろうというふうに考えております。防災は逃げること。要は、津波対策というの

は、まず逃げることなのだという教訓を皆さん共通認識だと思います。それにはより高

く、より早くということが避難の大前提だと思うのですけれども、これから各地区に入

られて色々協議される前提として、こういう前提のもとに話し合いがされるのかどうか

を確認させていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。先ほどからの津波避難計画の見直し

についてはこれからということで、津波避難の原則については、第１には絶対に地面の

上で津波と遭遇してはならないということでございます。一般的には、平地で距離を稼

ぐ避難または遠くの場所への避難は、近くで高さを目指す避難よりはるかに時間がかか

り、しかも通行できない可能性があるなど、不確実性が高いと考えられているというと

ころでございまして、このことから津波避難の基本は高さが優先で、できるだけ短時間

に短い距離で避難を完了させるということが重要であるということでありますので、そ

の点については計画の見直しの検討課題になろうかというふうに思ってございます。 

もう１つ、避難は一つではない。その状況で最善を尽くすということでございます。

これは、短時間で高いところに避難できれば、それは避難完璧だということではござい

ますけれども、実際の災害の場合、何が起こるかわからないと。想定外のことが起こる

ということでございますので、避難に対しまして、指定避難場所の避難に必ずしも固執

しない避難も必要だということでございます。例えば津波から逃げ遅れた場合、あるい

は逃げ切れないと判断した場合、少しでも高い建物の中に入るなどの行動も必要だとい

うふうに考えてございます。このことについても、どのように計画に反映させたら良い

か課題であるというふうに考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 先の議会で質問をいたしました霧多布高校、中学校の避難対策

についての答弁の中で、霧多布高校の屋上への避難も検討中であるという答弁をいただ

きました。これにつきましては私、平成２５年の１２月の議会で高校屋上への避難とい

うことは考えられないのですかということで質問しております。その時の答弁では、校

舎は耐震強度が満たされているが、押し寄せる津波に対しての強度計算というものがな
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いので、現時点では難しいというお答えでした。その中で今後新たな基準、計算方法が

できれば検討したいという旨の答弁がされております。 

 先の議会で現室長の方から高校への屋上への避難も考えているという答弁がござい

ましたけれども、波力に対する校舎の強度というものは、どのような形で担保がされて、

避難しても大丈夫だという根拠があったのかなと思うのですけれど、まずその説明をい

ただきたいのと、もう１点、前回質問の仕方が悪くてなかなか時間をうまく使えない中

で、時間切れになってしまいました。それで中学校・高校の避難先を湯沸山へ変更する

考えはという質問をさせていただきましたけれども、これの答弁というのはいただいて

おりません。要は、複数案を提示する中でこの高校屋上への避難も考えているという答

弁で終わってしまいましたので、新たな避難道ができた時には湯沸山というものは目指

すべき選択肢になるのかならないのか、考えているのかいないのか、答弁いただきたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。まず霧多布高校の関係でございます

けれども、こちらの校舎に対する波力に対する強度計算ということは、現在のところ実

施されていないということでございますので、この校舎が津波避難ビル等の構造上の要

件に合致するかどうかという部分については、計算されていませんので不明であるとい

うことでございます。 

次に、この基準につきましては、平成２５年に津波対策基本法というものが改正され

て、その中に市町村による指定緊急避難場所の指定制度が実施されたと。この指定緊急

避難場所の指定、これにあたって基準の中に構造条件というものが設定されているとい

うことで、これによりますと異常な現象に対して安全な構造であることということで、

参考となる基準の例といたしましては、津波防災地域づくりに関する法律の国土交通省

令で定める技術的基準に合致するものということでございまして、これは津波の過重の

設定を行うということで、海岸線からその建物までの距離、あるいは防潮堤があるかな

いか、要するに建物の周辺の状況の違いによりまして、静水圧の１．５倍から３倍の圧

力に耐えられる基準が設けられているということ、その他浮力による転倒、洗堀への設

計上の配慮、漂流物の衝突などについても要件としているということでございます。そ

のような部分の基準がなされておりまして、霧多布高校については、現在ところ実施さ

れていないということでございますけれども、一般的には、鉄筋コンクリートづくり、
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それも新しい耐震基準であるという部分では合致する可能性が高いのではなかろうか

というふうに考えておりますけれども、計算はされていないというところでございま

す。 

もう一つの霧多布中学校、霧多布高校の避難先、現在議員おっしゃいますとおり浜中

方面への避難ということになってございます。先ほど申し上げましたとおり、複数の避

難の案があっても良いのかなというふうに思っていますし、現在、湯沸高台避難道路が

今後建設されるということでありますので、高校、中学校の避難先また霧多布方面の避

難の部分も十分検討する項目になるのかなというふうに思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 一般質問中ですけれども、この際暫時休憩します。 

 

（休憩 午後１２時 ２分） 

（再開 午後 １時００分） 

 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） では、続けさせてもらいます。現在建設が進められております

新庁舎を湯沸山に建てる最大の目的は沿岸地域住民の命を守ることです。また、新川、

暮帰別地区を含め霧多布地区であり、今後も人口の密集地であるという答弁もされてお

ります。先日、私、霧多布高校から湯沸山及び榊町の高台まで車で走ってみました。霧

多布高校から湯沸山を上りきった交差点まで約３キロ。同様に高校から榊町の坂を上っ

て風車の近辺までで約６キロございました。距離的なことだけを考えますと、半分。時

間的なことはたぶん交通シミュレーション等を実施しないと出てこないこととは思っ

ておりますけれども、例えば茶内からニコットに日用品を買いに来た時、仮に経験した

ことのないような揺れに襲われた場合、どこに避難指定されていようが、私は湯沸山を

目指すと自分なりに考えております。自分だけなのか、ほかにもそう思う方はいらっし

ゃるだろうと考えます。新たにできる湯沸山への避難道を最大限有効に活用するという

観点からも、学校だけではなく、新川東、暮帰別地区の避難先を湯沸山という選択肢を

考えた上で交通シミュレーション等を実施し、その結果、万が一、交通量が多過ぎると

いうような事になるのであれば、申し訳ないけれども霧多布地区の方には極力徒歩での
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避難を呼びかけ、協力いただいて、より確かに避難できる計画づくりが必要だろうと自

分なりに思います。その上で、先ほど高校、中学校に関しては今後湯沸山等も当然検討

材料に入るというお答えでありましたけれども、交通シミュレーション等を実施した上

で課題や問題点などを洗い出し、前段に申し上げたとおり、より近い、より高い場所、

これを原則に津波避難計画というものを考えるべきではないかと思いますので、答弁い

ただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。現在の津波避難計画では、議員おっ

しゃいますとおり、新川東、暮帰別地区につきましては、浜中方面に避難ということに

なっております。これは現在のところ、まず湯沸山の避難道路が２本しかないというこ

と、また霧多布大橋、潮見橋と橋梁が通行できない場合も想定されるとの地域の意見も

伺いながら作成したものでございます。湯沸高台への新たな避難道路が完成いたします

と避難道路が３本になることから、霧多布市街の避難の形態が大きく変わるということ

も予想されますので、より効果的な避難経路として、新川東、暮帰別地区の湯沸山への

避難、これは検討課題であると考えてございます。 

 交通シミュレーションについても実施は必要であると考えておりますが、一方で、現

在町といたしましては、榊町までの道道の複線化を北海道のほうに要望しているという

状況もございます。また先ほど来から避難の基本は一つでないという考えもございまし

て、車での避難の欠点であります渋滞による逃げ遅れ、道路が通行できない場合の対応

もございますので、全てが湯沸山に変更という訳にはいかないと思いますけれども、こ

の避難路の変更については、様々な要因を検討しながら、先ほど言いました道道の複線

化の要望の推移も見て判断していきたいと考えてございます。 

また先ほど霧多布市街の徒歩避難というような部分がございましたが、実は平成２４

年度に北海道がＭＧロードの複線化にかかって交通シミュレーションをつくっており

まして、その時に参考として霧多布市街の避難のシミュレーションを行ってございま

す。この時の資料を見ますと、実は霧多布市街、当時人口が１，３００人程いたという

ことで、その１，３００人全てが車で避難するということで車台数が８７１台と想定し

てゆうゆに避難させた場合、津波到達想定時間は２４分でありますけれども、この２４

分以内で避難できたのが６３％ということで、恐らく当時霧多布市街で相当な渋滞が発

生して、６３％ということは３分の２しか時間内で避難できないというような結果も出
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ていたということもありまして、新川東、暮帰別地区は浜中方面になったのではなかろ

うかと推測されるところでございます。いずれにしても、当時とは人口も車の台数も変

わってきている、状況が変わってきているということで、改めてシミュレーションを実

施して検討していきたいと考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 室長がおっしゃるとおり複数案、複数の避難体制を考えておく

べきだというのは当然でありましょうし、私もそう思います。ただ、この本線となる、

基本となる避難計画をまずつくって、その上で想定されないことが起こった場合、その

ためにどうしようかということでの複数案というのは、私は賛成しますし、もちろん必

要であろうと思います。まず前段の本線となる、基本となる避難先を含めた避難方法等

をつくった上で次の案というふうになってくるのかと思います。避難艇というものも前

回の同僚議員からの一般質問では緊防債の対象になっていないというお答えの中で、今

回それも対象になったというようなお話もございました。それも含めてになるのでしょ

うけれども、ただ、やはり避難艇というものを考えた場合、例えば高齢の方、小さな乳

幼児を抱えたお母さん方がその避難艇で一昼夜過ごさなければならないというような

事態というのは極力あるべきではないだろうし、そうならないための計画づくりという

のが第一だと思うのですよ。その上で必要なシミュレーション、あるいは課題等を洗い

出して協議した上で本線となる避難計画を急いでつくるべきだろうと思います。その上

で道道の複線化、МＧロードが今年丁字路改修となって、その後は寿磯橋までの複線と

いうふうになるのだろうと思うのですけれど、正直、今の道の財政状況あるいは国の緊

防債の今後の行方等を考えますと、別海厚岸線が複線化できるというのは相当将来的な

話なのだろうというふうに思う中で、それを目指していたのでは、たぶん防災計画とい

うのは成り立たないのではないかという思いもございます。その上で地域住民ともちろ

ん話し合いながら、現実的に避難のための安心できる計画、これをまずやはり町民と協

議してつくって形にすることが第一の仕事だろうと思うのですけれど、改めてその意味

で複数案の話は別にして、考えを伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。避難の関係でございますけれども、

現在地域防災計画をつくって、そのあと避難計画を作成するという状況になりますけれ

ども、やはり避難に関しましては、私、複数と言いましたけれども、まず基本となる部
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分、ベストの避難の仕方、これは一つであるべきだというふうに思ってございます。当

然そのベストであるべきものを目指して計画はつくると。確かにそうです。その上にお

いて、ベストであってもやはり地震津波ですから、想定されないことが起きるという部

分に関しまして避難艇なり避難タワー、あるいは避難道の変更、こういう部分を絡めて

いって計画はあるべきものだなと考えてございます。 

 それでこの避難の関係につきましては、先般、今年の２月でございますけれども、室

蘭工業大学大学院の教授であります有村先生に浜中までお越しいただいて、実際現地を

見て、避難の関係についていろいろとアドバイスを受けております。その中では、やは

り先ほど来お話していますけれども、まずは垂直避難。この部分のことは十分検討が必

要であると言われております。また、避難タワーあるいは津波避難艇、この関係につい

ては、維持管理も含めて避難者１人当たりに必要なトータルコストを検討しながら、検

討していった方が良いのではないかということ、あるいは霧多布高校についても屋上の

有効利用など、すぐという訳にはいかなくても中期的に、あるいは先生からは湿原の景

観を展望する盛り土の造成、要は避難高台の造成なども長期的に見て検討してみたらど

うかというようなアドバイス等もいただいておりますので、避難に際してまずはベスト

な方法は何か、そしてそれを基本としながら第２の方法、次の方法も検討していくとい

うことでございますので御理解をお願いいたします。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） ぜひそういう方向でしっかり住民とも話し合いながら進めてい

ただきたいと思います。 

それで前回避難するにあたって、トンネルも含めてですけれども橋についての強度を

お尋ねしました。先程も言いましたように、主要輸送、緊急輸送路である別海厚岸線及

び霧多布岬線についてはしっかりと耐震診断もされて、なおかつ段差解消策も施され、

想定する震度６強地震には耐え得る橋であるというふうに道の方から回答があったと

いう中で、МＧロードの延長にある寿磯橋及びその先にある六番沢橋、これの強度はと

いうことで伺ったところ、３０年度に道の方でこの２つの橋について耐震評価をして、

その上で課題があるようであれば対策を考えていくという答弁がございました。まず耐

震調査の実施状況を伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。道道琵琶瀬茶内停車場線の寿磯橋、
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六番沢橋と２つの橋がございますけれども、建設年度が昭和６０年度と６１年度という

ことで、双方とも３０年以上経過しているということと、平成７年の阪神淡路大震災前

の古い設計基準による橋梁ということで、北海道では橋梁点検を実施しているというこ

とでございますので、北海道に確認したところ、この橋梁点検については長寿命化のた

めの橋梁点検ということでございまして、実は耐震に関する点検は行っていないという

ような回答がございました。その中で、六番沢橋については全長が１４メートルという

ことで非常に短い橋だということ、橋桁の長さに対して橋脚との支えの部分が大きいと

いうことから橋が落ちる恐れが少ないため、基本的には耐震構造が不要の橋とされてい

るということでございました。また寿磯橋については橋梁点検のみで、緊急輸送道路で

はないということで、先ほど言いましたとおり耐震の検証はされていないということで

ございますけれども、最低限の地震対策として橋の段差解消のための踏掛版の設置を行

っているというところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君）田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） そうですね。МＧロードにつきましては、道のほうも浜中町の

避難の現状を鑑みて丁字路改修を行って、その後に変則的な複線化になるんですけれど

も、極力車両通行のスムーズ化に向けて取り組むという、そこまでは道の方針で示され

ているのですけれど、いまいち納得できないのが、道路を複線化にして渋滞解消しまし

たよ、ただその先にある橋、何回も言いますけれども、この別海厚岸線、霧多布岬線に

ついては、橋は大丈夫なのだという通常、想定している震度６強、７くらいの地震につ

いては十分耐え得るのだというものがある、それがあるからそこを避難道として活用し

て避難計画を立てるということだと思うのですよ。この観点からいくとこのМＧロード

に対してはその担保がない中で、果たしてこの避難計画というのは計画として成り立ち

ますか。どう考えますか。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。これは北海道が実施している道路で

ございますので、北海道は北海道なりのいろいろな考えはあるというふうに思います。

その上で、確かに緊急輸送道路になっていないと。緊急輸送道路になっているところは

最優先に耐震化を図っているという実情でございます。北海道にお聞きした話では、そ

の緊急輸送道路が全道に相当数あって、橋も相当数あるということで、まずそれらの改

修、耐震化、落橋防止に力を入れているというお話でした。 
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 もう一つ、長寿命化の関係、それ以外の部分ですね。長寿命化の関係の点検も行って、

これも北海道にいくつ橋があるかわかりませんけれども、たくさんある橋を長寿命化

で、やはり問題なる橋については改修を計っている最中だというようなことから、その

ままということでありませんけれども、全体の中で必要な部分、緊急性含めてその部分

の解消を図っていくということでございますので、現状、寿磯橋については耐震化の措

置はされていないということでございますけれども、これは将来的にもやらないという

ことではなくて、やはり必要性については町としても北海道のほうに早急にやってもら

えるように働きかけていきたいと考えてもございますし、耐震化がされてないから全く

だめなのだということではなくて、現状の中でまずはМＧロードの複線化、その後にで

きれば橋の改修なり、橋の複線化もできれば最高だと思うのですけれども、そういう部

分を働きかけていきたいというふうに思ってございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○２番（田甫哲朗君） 多分最後の質問になると思うのですけれど、前回丸山散布地区

の避難道計画、いろいろな案が示されては消え、示されては消えの中で、予算的にもい

けるだろうというような山の中腹、要は、浸水域を脱する高さまでの道路整備を計画し

ますという説明がございました。それの現在の進捗状況を伺いますのと、今後いろいろ

な対策をしていく上での財源というものは絶対欠かせないものになってきます。それ

で、この緊急防災減災事業債という今の国の制度、これの継続は当然今後されていくべ

きであろうし、機会あるごとにそういう要望を出していくということも必要であろう

と。なおかつ橋に戻りますけれども、全道いくつあるかわからないと言いますけれども、

そのうちの場合の特異性ですね。その橋がなければ避難できないというその特異性、そ

れがだめだとなった場合には、もう１基いくらかかろうが、数億かかろうが避難タワー

の整備を真剣に考えていかなくてはならないという中で、財源対策として緊防債の延長

を再度いろいろな方面から働きかけていくべきかと思うのですけれど、最後に答弁いた

だいて終わりたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。まず丸山散布の避難道の関係でござ

います。これにつきましては、糸魚沢林道までの避難道を検討していたということでご

ざいますけれども、調査の結果、事業費が高いだとか浸水域を脱する距離が長い、盛り

土の確保が困難だということで、再度、昨年避難ルートの再検討を地域と行ってござい

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 36 -

ます。その中で地域の中では、やはり火散布の最大の水深、最大の水位であります２７

メートルを下回らないということ、短距離で浸水域を脱する、車避難であるということ

などの条件で再検討を行ったと。具体的には、湖沼公園から湖沼公園隣の高台に避難す

るルートを現在検討中だということでございます。それでアドバイザーの有村先生から

もアドバイスをいただいておりまして、避難道の方向性としては良いのではないかとい

うこと。ただし渋滞発生対策として、避難道とは別に徒歩の避難用の階段整備、これが

必要であるというような指摘を受けております。 

また、昨年１２月に地元自治会の協力を得まして、昼間の人口、夜間の人口、自動車

の保有台数、免許の所有者数の調査を実施してございます。それによりますと、避難人

数につきましては、夜間が２０７人に対して昼間が１５０人程度に減少するというこ

と。車両台数は、総車両で１７７台。自動車の保有者数が１３４人でありますので、避

難する台数としては最大１３４台であろうかと考えてございます。現在この避難場所、

避難道路を想定しているところは道有林であって、防霧保安林になっているということ

でありますので、道の林務担当の間との事前協議に現在入らせていただいているという

ことでございます。 

また、地域に対しましてもこの湖沼公園の隣の高台に避難するルートについて、地域

として合意形成を図るための協議にも入らせていただいておりまして、様々その他にも

いろいろ課題がありますけれども、その課題の整理が整い次第、現地の測量等調査に入

っていきたいというふうに考えてございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 時間ですので端的に願います。 

企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 緊防債の関係で御答弁申し上げます。現在、来年度まで

制度が延びております。前回の時もそうでしたけれども、釧路町村会を経由して北海道

の町村会政策懇談会の中に要望を出しております。同様に延長していただけるように町

としては事あるごとに要望は出していきたいと考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） ５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 通告に従いまして質問いたします。大きな題は「人口減に歯止

めをかける施策について」ということで３点にわたって質問したいと思います。 

私この間やはり知らない間に人口減がどんどん進んでいって驚くことばかりでした。

それに対して何とか人が集まってくるようなことはないのかと思って、土曜日に町民参
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加の昼市を開いてはどうかとか、あるいは芸術のまちに、文化のまちにしてはどうかな

ど大きな問題について提案しながら質問してきましたが、今のところ誰も「この指とま

れ」にとまってくれないので、まだ捨ててはいないのですが、そういうことを願ってい

ます。 

今日は、ここに住んでいる人たちが自分はここにずっと住みたいのだという立場から

要望してきていることについて、そういう方々の願いを代弁するという形で質問したい

と思いますので、御答弁の方よろしくお願いいたします。 

１点目は、１世帯９人以上の大家族に支援の手を差し伸べてはどうかということで

す。生活には困らないが、お風呂に入り始めるのが夕方４時に赤ん坊から入れて、最後

にお風呂が終わるのが夜８時頃全部入るという状況が毎日のように繰り返されていま

す。食事も９人分準備するのですけれど、いすのテーブルで６人、５人、そんな感じで

第１部、第２部のような形で朝も、昼も、夜もそういう形で食事をしているという中で、

もう少しで６０歳になるというお父さんが次のようなことを言い始めました。ここは９

人家族なのですけれども、爺ちゃん、婆ちゃん、父さん、母さん、若い者夫婦、それか

ら若い者夫婦に３歳と１歳になったばかりの子供が２人おりまして、父さんの妹が１人

おりまして９人家族です。ど真ん中で一家を仕切っている父さんが「先生、毎日の暮ら

しで参ったわ」と。「家族がこんなに多いとこんなに大変なものだとは思わなかった」

と。だから町か国から大家族で毎日毎日頑張っている家庭に対して何か支援というもの

があってほしいという声なんですよね。私は即様「それは良いことだから、議会で質問

するから」と言って今立っております。 

このことについて町長はどんなふうに考えていますか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） その一つの大家族のことで、大変だなというふうには思っている

ところです。今感想としてはそれだけです。大変だなと、それしか言いようがないとい

うか、そういうことだと思います。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） いやあ、もう良い答えだと思います。なかなか大変だなと思う

けれども、理解を示すということは難しいことだと思います。私はその父さんが言った

ことについて「それは良いことだ、やってあげましょう」と言ったかもしれません。自

分の人生で言ったら、それと全く同じことが２つありまして、長男が１人生まれて、２
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歳の時に次男、三男、四男が一緒に生まれてきて、４人の子供が保育所に行くことにな

りました。私たち夫婦は教員だったので、収入のレベルが最高レベルまでいっていまし

て保育料が１人７万円でした。４人行くと、４人掛ける７万円で２８万円の請求がきま

した。妻は何も言わないのですけど、「払わないのか」と言ったら「払えない」という

ことで、それで結婚ラッシュなんかもあって、教員仲間みんなに集まってもらって、こ

ういう状態だということで園長に話を聞いてもらおうと懇談会をやりました。その結

果、大変だねと。それで第２子以降は半額の３万５，０００円にします。それでどうだ

と言われたら、妻は「それなら助かる」と。「それなら払っていきます」と。それは小

さい時で済んだのですけど、子供たちが大きくなって大学に行くようになりました。私

は「お前たち、安い大学しか行かせられないからな」と。要するに１番安いのは国立大

学だったのですけど、国立でも３人が大学に入る頃には４０万円を超えて５０万円、授

業料が５０万円になりました。長男坊は４０数万円の時代でしたので、でも２００万円

のお金がかかります。その時に私は日本育英会に手紙を出しました。４人とも奨学資金

を申し込んだけど全て断られました。１人でも良いから何とか支援してほしいという手

紙を書いたら、法律で決まっているので今の法律では１人であっても奨学金を出すこと

はできませんと断られました。途方に暮れましたけれども、何とか浪人するやつは宅浪

と言って自分の家でずっと浪人したり、アルバイトをして受験するのだというやつも出

てきて何とか乗り切りました。総額で６，０００万円くらい掛かりました。そういう時

に、なんて冷たい国なのだろうなと。ぎりぎりでまじめに仕事をして子育てしようとし

ている時に何も出してくれない。何かあったらいいなとそんなふうに思いました。実際

に私は進むか戻るか大変な苦労をしましたけれども、妻も辞めずに教師をやり続けるこ

とができましたが、それでそういう人の立場に立ったら、具体的に町として、国として

何を支援したらいいのだろうということを町として考えてほしいと思います。私の考え

は、１家族９人の家庭に毎月１０キロ入りの道産米を１袋ずつ、毎月１袋ずつ。消費税

込みで計算したら１袋４，０００円になります。これを１２ヵ月毎月配るというのはど

うかとそんな考えを持っています。それでちょっとその考えについてもお聞きしたいの

ですけども、９人家族というのは浜中町にどのくらいおられますか。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） お答えいたします。この５月末現在での本町における９

人以上の世帯数でございますけれども、合計で１１世帯という数になっております。以
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上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 私は１０世帯くらいかと思って予想してきたのですけど、１０

世帯であれば４，０００円掛ける１２ヵ月で４万８，０００円。それで４８万円かなと

思ったのですけど、それに１家族増えるくらいなんですね。その程度のものを家庭に毎

月、月初めの一日辺りに１袋町から、店は回っても結構ですけど、届けたらどんなに励

みになることだろうと私は思いましたがどうでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 大家族の困りごとということなのですけれども、一般

的に議員おっしゃるように、家族が多いことによって家事負担や子育ての負担が増える

ということになります。それに対しての支援ということですと、浜中町においては若い

世代の子育ての支援の充実ということで取り組んでおります。子供の支援事業といたし

ましては、医療費の高校生世代までの無料化、妊娠期から母子保健事業、保育料の負担

の軽減などを実施しております。また高齢者世帯の高齢支援としても、敬老バス等の利

用助成、インフルエンザ予防接種などの支援を行っておりまして、現在、若い世代が魅

力と希望を抱きながら本町で働き住み続けられるよう、結婚、出産、育児の支援を続け、

子育てしやすい環境づくりの施策の展開を図っているところであります。個別の支援に

ついては、浜中町の独自の施策を展開しながら、支援を図っていきたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） こういう制度は、日本全国の小さな町が言い出して、それが大

きくなって乳幼児の医療費の無料化もどんどん広がっていったのですよ。初めは小さな

町の何の気ない質問から乳幼児の医療費を小学校６年生まで無料にしようというそう

いう取り組みができました。こういう大きな所帯の家に何とかしようじゃないかという

発想は、一次産業の町でなければ出てこない支援策だと私は思うのですね。浜中町は３

世代家族に表彰していますよね。これはやはり素晴らしいことだと思いますし、人口が

どんどん減らないで増えてきた過程の中では、３世代が一緒にいて、大家族であまり溢

れたら分家になってつくってきたというのが漁業者であり、酪農家であると思います。

だから私は大家族が今１１世帯いるという中で、こんな発想で毎月米１袋ずつ浜中町が

やるなんていう発想は、今どこを探してもないかなと思うものをやってみるのは「浜中

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 40 -

町すごいじゃないか、話がわかるな」と。人口がどんどん減っている中で、こういう提

案というのは雰囲気を盛り上げるというか町民を励ますものだと私は思うのです。これ

については、町長も賛成してくれるが、財政的にどうかという問題だと思います。 

次の質問は、８人家族、７人家族の人から自分たちはどうなのだという質問は必ず出

てくると思うのですよ。それで８人家族、７人家族は、それぞれ何件ずつありますか。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） お答えいたします。先ほどと同様、５月末現在でござい

ますけれども、１世帯７人の御家庭につきましては３７世帯、１世帯当たり８人の家族

につきましては１１世帯となっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 町がどう考えるかは別にして、私の考える大家族というのは大

体６人くらいまでが小家族かなと思うのですけど、７人になったらちょっと多いかなと

思うのですよね。８人もそうだと思います。それで、１１世帯とか３７世帯があります

ので、毎月配る家と偶数月のみ配る家とか、私は奇数月に配ってほしいと思っているの

です。偶数月は年金が入る月なので、何も入ってこない奇数月にお米が配られると大変

喜ぶかなと思うのですけど。私はこういう制度をやってはどうかと思いますが、町長い

かがでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） お話ですけれども、まず１つ目として、議員が子育てしていたと

きの実情というのは、すごい事をやっていたのだなと思いました。議員の実情としては。

確かにその時代の支援はなかったと思うのですよ。今、うちでやっている支援を含める

とすれば、昨年３世代同居の表彰に私行っていました。同居ですからね。同じ１軒の家

に３世代がいるという話ですから、そこに行ってきましたけれど、大きくて立派な家で

した。そして全員が集まってくれて、全員で写真を撮ってきました。その時は３世代表

彰と言ったら、けっこう高齢な方がいるのです。１番上の人から欠けてくるというのが

今まであったのです。今回行く時に自信を持って行ったのですけれど、変な話ですが、

３世代１番上が私と同じ年代だったのです。これなら当分いいなと思って行ったのです

が、そこに行って感じたのは、その家は若く結婚してきたのです。だからそういうこと

になったと思います。１番最後のお子さんは、男性で１９歳でした。女性は２０歳で結

婚して出産もするということで、今浜中町でいう支援の部分でいったら、結婚、出産含
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めてもらえるということになりますから、その家では大変喜んでいました。だから、今

実際に子育て支援を含めて、老人福祉も含めて、いろんな形で支援されていると思いま

す。以前とは比べものにならないぐらい支援されていると思っております。そういう中

で今の加藤議員の発言ですけれども、それは、そういうケースもあるかもしれませんが、

まだまだ困っている方々もいる訳ですし、生活にも困っている方々がいるわけですか

ら、そういう子育て支援の充実も含めて、老人福祉も含めてやらないといけないだろう

と思っています。それと、それだけの家族がいるということは私にとっては、すごくい

いことだと思っています。そんな家族がみんなで生活しているということ自体がすごい

ことだと思っています。特に農家の場合でしたら、多分、世帯を変えていると思うので

す。家も建てて、多分同じ世帯にいない、ばらばらにしているのが多いのではないかと

思っていますから、そういう部分で数はないのかもしれませんけれど、大家族で住むこ

とでいろんな兼合いもあるかもしれませんけど、すごく幸せな家庭だなと、私は議員か

ら質問をもらって、そういう幸せな家庭もあるのだ、私は、幸せとは大変かもわからな

いけれども、いい環境だなと思っています。ただ、これからその支援をするとなれば、

今私どもが決めている支援制度でやっていますけれども、まだまだ足りないところもあ

ろうかと思います。今後そういうところについては、しっかり子育て支援、それから老

人福祉も含めて支援していければと思っているところです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 具体的に米１袋と言っていますので、そのことについてはどう

なのですか。 

町長。 

○町長（松本博君） 指摘されて、米１袋と言われましたけれども、今はまだ考えてお

りません。質問をもらって、そういう意見が出ましたけど、これは今度議会を通さない

となりませんから。町長が提案したということにしても皆さんが賛成してくれなかった

ら困りますから、否決されると言いたくないですけど、だめな案件というのは上げづら

いですから、時間がちょっと必要かなと思っています。そのこともいいですけども、果

たして受け取る方がいいよと皆賛成してくれるなら良いのですが、返されても困ります

から、そういうことも含めてちょっとまだ時間が必要かなと思っています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 町長の最後の言葉、受け取るほうは大丈夫か、拒否されないか

ということなのですけど、私はちょっと理解できません。私は、そういう家庭はもろ手
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を挙げて「やったぁ」と宝くじや競馬どころの話ではないと思います。ものすごい喜び

だと、あったかい行政だっていう。そのことからしたらもう相当な反響で受け取られる

ものと思いますので、ぜひ職員の皆さんと相談しながら１２月議会あたりには、来年度

からできるように頑張っていただきたいと思います。 

次に進みます。役場の臨時職員の定年を臨時職員は現在６５歳で定年になっていると

思います。それを７０歳に延ばすことについて要望したいということなのです。そのこ

とで私たちに資料を出してくださいと役場の臨時職員は何名おられるかということを。

そうしたら６０名という各課ごと男女別に何名と書かれていまして、それと年代別にも

何人と書かれてあります。それで今回、私にぜひ実現してほしいと言ってきた人は、職

種で縦の欄、年齢で横の欄です。６０歳から６４歳の欄のところでいくと８人いらっし

ゃるのです。その方はもう６４歳で、その中で言えば施設の管理人４名という中に入っ

ています。私に言うには、教え子の親だったので、「先生、俺今６４歳よ。１年越した

らもうおれ管理人できなくなるんだ」と。管理人というのは１年間ずっと仕事をしてい

て、決まったお金も入って、管理人だけでなくて臨時職員は保険も入っているし、あり

がたいのだ。それで来年の６４歳で終わるかといったら、俺まだ若いのだと言うのです。

７０歳でも７５歳でも自分は働ける。だから、せめて７０歳まで５年間働かせてもらい

たいという要望なのですけど、これについていかがかという事情を聞かせてもらいたい

と思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 今、議員の方から質問ありました６５歳で７０歳になるまで

元気で働ける状況だというようなことで、６５歳の定年後もそういった状況であれば働

くのはいかがかという御質問でございますけれども、基本的な部分を申し上げますと、

町で任用している臨時職員につきましては、現状定数外の取扱要綱の中で任用している

わけでございますけども、６ヵ月ごとの更新という形で各年度ごとに任用しているとい

うことでございますので、議員がおっしゃられているように６５歳までの定年、こうい

った臨時職員というところの定年という部分の概念ということには当てはまらないか

と。任用はあくまでも定数外取扱要綱の中での６ヵ月ごとの更新で、最終的に結果とし

ては１年間任用して勤めていただいているということで認識いただければと思ってご

ざいます。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 
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○５番（加藤弘二君） ６ヵ月ごとで定数外採用ということで、定年はないんだという

ことですけど、実態としては６５歳以上は募集がないというのが今の状況だと思うので

すけど、それに対して７０歳まで延ばしてもらうのはいかがかという質問に対してはど

のようにお答えになられますか。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 基本的な部分は前段で申し上げましたけれども、７０歳まで

というところについては今の定数外取扱要綱の中には定年という観念はございません

けれども、議員の方へお示ししました資料の中でも、実際に６０歳から６４歳、更には

６５歳以上でも任用されている方がございますが、この部分につきましては、基本は募

集をする際に現役世代での任用ということをまず基本として、それぞれ年度の欠員に応

じて自治会配布に入れながら、欠員になっているところを充足するために応募していた

だいている、広く公募しているということでございます。それで、なおかつ募集してい

る職種の中に応募がない場合には、各課において、例えば現在任用されている方で一定

の年齢に達している６０歳を超えている方でありますとか、そういったところを経験に

応じて、その部分に応募がなければ引き続き各課において任用をしているというような

形です。それぞれの状況に応じて６０歳を超えても、あるいは６５歳までの任用という

ところで、これまで来ていると押さえていただきたい。そういう実態であるということ

を御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） その方もそうですけども、臨時職員の多くの方は６５歳以上で

も、７０歳でも、７５歳でも働けたらもっと働きたいという方が沢山おられると思いま

す。働きたいという方が６５歳以上過ぎてもおられると思います。それなのに、浜中町

は６５歳までしか募集しないで、時によっては、それを超える場合もあるのかとは思う

のですけれど、募集しても欠員が生じて、毎月のように配布物の中に臨時職員の募集と

いうのが、昨年は１年中３月までそういう状態があったのです。現在もそうではないの

かと思うのですけど、私はそうであれば７５歳まで延ばして、７５歳まで半年ごとに雇

用関係を結んでいくという制度にはならないのかという要望を持っての質問なのです。

それについての制度を変えるというのは、国が禁止しているのか、あるいは浜中町が制

度を変えればそのとおり通るものなのか、どうなのかという、その辺の説明もお願いし

たいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 確かに現状としては、なかなか公募をかけても職種によって

は来ないというようなことがありまして、平成３０年度においても毎月のように自治会

配布に入れさせてもらったということがあります。結果として、それでもなおかつ応募

がない職種もございました。そういった時に、そこの部分での現状でお勤めいただいて

いる方である程度の年齢を超えた方、６０歳あるいは６５歳、こういった方にまた任用

というか勤めていただくというようなことでは、これまでもやってきたところでござい

ますけれども、それを更に６５歳から７０歳、こういったところを制度として定数外取

扱要綱ですとかを見直しながら。なかなか今の国の制度、あるいはその雇用の部分で申

し上げますと、年金の支給開始年齢こういったところも大きくは地方公務員、それから

地方団体で働く職員についても、年金の接続の部分までのある程度の補償といいます

か、制度的にはございますけれども、この関係等も含めますと、なかなか制度としてこ

れを６５歳から７０歳までというようなことに持っていくのは、現状ではできないとい

うふうに認識してございます。ですから、繰り返しになりますけれども、その職種によ

っては公募してもなかなか募集がない、こういったところをやりくりの中で申しわけな

いのですけれど現在お勤めしていただいている方に、再度改めて任用のお願いをしなが

ら勤めていただいているというような状況であります。今現在、いろいろやりくりして

いる中で公募がないところも現在もございまして、５月末にも再度まだ充足されていな

いところの職種にあっては自治会配布させていただいておりますけれども、引き続きそ

ういった形で決められた中での任用という部分で進めていきたいと考えています。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 今、課長の説明の中で年金のかかわりについて述べられました

が、私は７０歳まで働かせるというそういう制度をつくってもらいたい、ただそれだけ

なのです。それが政府は年金を今の６５歳までを７０歳まで支給を延ばすなんて、とん

でもない話なので、私の質問とそれを絡ませるのは私はやめてほしいなと。そういう制

度になっているかもしれないけれど、そういう考えは私、一切ありませんので。大体年

金は、若いころに６０歳になったら支給するという約束でみんな金を払ってきたわけ

で、それが６０を超えて６１歳、６２歳、６５歳にならなかったら支給しないなんてい

う、こういう国民をごまかしたようなやり方というのは私は許されないと思います。 

本題に戻りますけれども、職種の中でなかなか募集に応じてもらえないという説明が
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ありましたが、それはどこの部分ですか。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） なかなか応募がない職種はどこの部分かということでござい

ますけども、やはり有資格をもって任用する、一つ資格を持って保有しているというと

ころが要件となっている職種、これについてはなかなか応募が少ない、応募がないとい

うような状況があります。例えば保育士もそうですし、放課後児童クラブを含めたとこ

ろでありますと保育士免許ですとか教員免許の保有、あるいはパートであれば、そこの

業務補助員という形での任用も想定されますけれども、フルタイムと言いますか、定数

外でいくようなところのフルタイムで働く方については、有資格者というようなことが

任用の要件としてございますので、なかなか応募に資格という一つ要件があるものです

から、なかなかいないのが現状であります。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 資格を持っている人がなかなか来れないという、それは例えば

介護士を募集するというハイツ野いちごの例を見ても、大変だというのは私もわかるよ

うな気がします。私は、ぜひ制度を変えて７０歳まで任用するというのを実態に合わせ

て言えば、働きたいという人の職場を保障するという立場から考えていただきたいと思

うのですけれど。町長、今課長はそういう答弁でしたけども、この私の質問に対して町

長はどんなふうに考えていこうとしておりますか。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 一番最初に、ちょっとずれるかもしれませんけれども、定年制と

いうことで今まで、昔は６０歳までというふうに、今もそうですけれどもありますよね。

私も６０歳を過ぎて、個人的ですけれども、一つの物差しとしては良い物差しなのかな

と思ったのです。能力、体力も含めて、だんだん年をとってくると疲れも出てきますか

ら、私も過ぎてしまいましたけれども、まだ仕事をしていますけれども。そういう意味

からすると６０歳というのは一つの物差しで、逆に自分の将来６０歳まで働くんだよと

行政とかそういうところに入ったら働くのだと思っていたところです。 

今回の質問で６０歳を超える人の話であります。この表２番目の職種別年齢構成とあ

りますけども、まず、下の欄の医療業務補助から夜警員含めて、ここの部分については

７０歳まで元気であれば可能であると思いますけれども、もし運転も含めてやっていく

というのは、今いろいろなところで交通事故も出ています。ですから、果たして良いか
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というと、運転手は７０歳までいいよと言っても、そういう意味では多分うちで使うと

なれば町民を乗せる話ですから、安全性を含めるとすれば、なぜ６０歳その辺でとめる

かというと安全性を考えていると思うのですよね。だからその職種によって違ってく

る。運転者はそうですね。では施設管理人はと言ったら、それは人がいないとすれば可

能かなというふうに思っています。ただ、下の太いラインのところの部分については、

まだ可能性があるのです。ただ結果的に夜警員だと言っても、７０歳近くなった時に夜

警員として対応できるかと言ったら、これはちょっと厳しいかなというふうに思ってい

ます。制限は結構かかると思います。今、私はそのように考えています。出来ると、元

気であればいいかもわかりませんけれど、あとは町民に被害が被るとか、迷惑をかける

ような状況だったら、ちょっとまずいかなというふうに思っているところです。やはり

一つの物差しとして、その年齢というのは必要なところかなというふうに思っていると

ころです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） ありがとうございます。私は、このニーズに合った方法として、

私は６０歳までいいですよと。ただし６５歳を過ぎて、それ以前でもいいのですけど、

どうも体の調子が悪いと休みがちだとか、そういう部分については無理しないでそこで

辞退するとか、それもありだよというふうにしながらも、７０歳まで何とか進めてほし

いなと思うのです。約束してほしいとまでは言いませんけれども。それが今の一般的な

社会で生活している人達の、そこまでは出来るなというのがあると思います。それで浜

中町がこれを一人走りしてやった場合に、今町長が運転者の問題を言っていましたけれ

ども、スクールバスの運転手の方々は、やはり浜中町が７０歳まで伸ばしたとすれば民

間に委託しているスクールバスの運転手もそこまで延ばさなければならないのかどう

なのかという、そういうことも迷惑をかけることにもなるのかなと思うのですけど、委

託している委託先のスクールバスの運転手さんの６５歳までというのは今も守られて

いますか。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） ただいまの御質問にお答えいたします。実は６５歳という

部分なのですけれども、このスクールバスにつきましては、２つの委託業者にお願いし

ておりまして、そちらの方から運転手の確保が非常に難しいということで、その６０歳

をオーバーした方でも委託先で使わせていただきたいというようなことで要望を受け
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ております。それに基づいて６０歳を過ぎていても、毎朝のアルコールチェック、年２

回の健康診断等をきちんとやるようにということで、６５歳を過ぎても運転業務に携わ

せているというような状況でございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） ６５歳を過ぎてもということで、それで現在は何歳まで認めて

いるとしていますか。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 現在は６９歳までという形になってございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 民間はやっぱり進んでいますね。雇うのに大変苦労するという、

これは大工さんでも電気屋さんでも、みんな雇用が大変なのです。今、一番高齢者の運

転というのが大変だという、そういう中でスクールバスの運転者はどうだと聞いたら６

９歳まで認めていますと。民間は敏感ですから、そういうことで認めていると思います。

しかも６０歳からずっとやって、今も６９歳くらいになっていても継続して運転してい

るから私は十分やっていけると思うのです。最も危険だと思われているスクールバスの

運転手が６９歳まで。もう少しで７０歳ですよ。そこまで民間では認めてやっているの

ですから、我が町でも応援して、６９歳までではなくて、切りの良い７０歳まで認めて

やる方向で私は間違っていないと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 今、教育委員会で委託しているスクールバスの状況というこ

とで年齢等の説明もあったかと思いますけれども、前段で申し上げましたように町の臨

時職員につきましては定数外の職員の取扱要綱、これに基づいて行って任用されており

ます。この定数外の要綱の中には、一般事務職から今言っている運転業務、そういった

部分まで広く、保育士、調理員、広い部分での職種にそれぞれ規程をしながら、日額も

設定しながら全ては、の取扱要綱に基づいて載っております。ある一定の職種をもって

６５歳から７０歳までというようなことで、この定数外取扱要綱を全面的に見直すとい

う事は、なかなか出来ないのかなというふうに認識しております。もし見直すとすれば

全体の職種ということにもなってきますし、そういったところまでの一定の整理はでき

ていませんので、現状としてはある一定の職種をもって７０歳までというような取り扱

いのところまでいけないと認識しております。言い換えれば、それぞれ今まで６０歳を
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超えて任用している部分の公募により応募がない職種、こういったところは取り扱い上

は年齢が６０歳を超えていても、現状でも任用しながら現場でそれぞれ担っていただい

ている中で今運用している状況でございます。このようなことで御理解いただきたいと

思っております。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 職種によっては難しい職種もあるということなのですけれど、

それは町の判断で、それでいいと思うのです。ただ、どれもこれも私は難しいと思って

いますよ。働くにあたっては働く人たちが環境をきちんと整えてやらねばならないと思

うのです。 

私この間、何人か臨時職員をやっている方に当たってきました。みんな大体希望どお

りに働かせてもらっているというのが多くの人たちでした。今、プールの改修工事をや

っています。オープンに向けて今プールの監視員の募集もやっていたように私はチラシ

で見ておりますけれども、プールの監視員にプールの監視員の仕事はどうですかと聞い

たら、あれは大変神経の使うことですと。大人の方がプールの中で死亡したという事故

がありまして、あれから監視の仕方が変わったのです。こちら側とそれから向こう側に

１人ずつ椅子に座って監視する。もう１人は、ぐるっと回って監視するという監視体制

で、私が見るところでは今までの監視者というのは大変楽だったなと思ったんですけれ

ど、勤めている人の話を聞いたら、神経使って見落としたら困ると言って、とても神経

を使うので、またプールの監視員と言われても自分は行きたくないと、そんなふうに言

っていました。それから最終処分場で缶や瓶の選別をしながら圧縮の仕事をやっている

人に、ここはどうだいと聞きましたら、単純作業でとても楽しいのだと。我々から見た

ら、細々した仕事で大変な職場かなと思っていたら、単純作業でどんどん潰されたもの

ができていくので楽しいのだという、端から見る仕事と実際にやってみたそこで働く人

の仕事から見たら、全然我々が考えるような仕事で働いているような状況でないという

のがわかるのです。そういう点で私は、募集する時に、ここは６５歳まで、ここは７０

歳までというふうに雇う側で決めて、いつでもリタイアを希望するのであればリタイア

してください、そのくらいの制度で緩めて、そして１人でも多くの方が雇われるように

してはどうかなというふうに思うのですが。浜中町の募集の苦労とそれから働く人の年

数をもっと増やしてほしいという要望に応えるということから、ぜひ英断をお願いした

いと思いますが、いかがでしょうか。 
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○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 今回も５月末の臨時職員の募集を実は各種の部分で入れさせ

てもらっています。それでなかなか来ないというところでございますけども、なかなか

これに年齢要件をつけながら、上限ここまでの方を応募してくださいというようなこと

での表記はこれまでもしていませんし、これからもなかなかやはり現役世代での応募、

こういったところを基本にということでしております。どうしてもやはり来ないという

ような部分は、その状況に応じて６０歳を超えての任用ということも当然考えられます

し、そういったところをぜひ紹介いただくといいますか、アンテナを広げながら、いろ

いろと手だてはしているところなのですけれども、いかんせんなかなかこの応募されて

も来ないというようなところが現状です。なかなか６５歳以上７０歳までという募集の

チラシの中で表記しながらというのは現状では出来ないという状況でございます。 

個別にその年齢要件を超えるという場合には、それぞれ任用したいという課とも連携し

て、その都度対応しながら６０歳以上の方での任用、６５歳以上の方での任用というと

ころを検討したいなというふうな状況でございます。そういったところを理解していた

だければと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員、もう時間はございません。５分もありません。 

ですから２、３分でやってください。時間厳守をお願いします。約束事ですから。 

加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 最後に３番目の質問なのですけど、ちょっと今、７０歳までと

いうので時間を使ってしまったので、３番目の質問なのですが高齢者事業団の働き方に

ついて、私は今回質問しようと思っていて、こういうことをしようと思っているのだと

いうことで何件か回ったら、やっぱり高齢者事業団のお年寄りですので、みんな集まっ

て一つのことを集団でやろうという生きがいづくりの集団ですから、いろいろと不満が

募っているという状況を私は捉まえています。一言で言えば、働いている人たちがちゃ

んとお話をし合ってミーティングをして民主的な働き方の仕方改革、これを民主的な形

で働き方を進めていただきたいなというのが中心的な要望です。それから働いている人

数のいろいろ質問をしていますけれども、私にしてみればもう倍くらいの働く人があっ

てもいいのではないかなと思います。それから賃金が全ての人、ほぼ一定で当面毎月８

万円くらいを目指す。４月から１１月までの労働ですが、そんなことを目標にしながら、

担当課で高齢者事業団を指導していただきたいということを述べて質問を終わりたい
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と思います。ありがとうございました。 

○議長（波岡玄智君） ７番成田議員。 

○７番（成田良雄君） それでは通告に従い、一般質問をさせていただきます。ひとり

暮らし高齢世帯の支援について、２点について質問します。 

まず１点でございますけども、ひとり暮らし高齢世帯の生活支援について、地域包括

ケアシステムとは、厚労省によれば、団塊の世代が７５歳以上になる２０２５年を目途

に、重篤な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができるよう、住まい、医療、介護予防、生活支援が一体的に提供されるシ

ステムの構築とあります。超高齢化社会にあってひとり暮らしや高齢世帯のみの御婦

人、御夫婦なども増加しております。未婚率が増えていることや核家族化などの家族体

系もあり、今後ますますひとり暮らしや高齢者世帯のみの御夫婦などが増加していくも

のと思われます。私の身辺にも見回してみますと、我が地域では約１割ぐらいでござい

ますけども、ひとり暮らし、高齢世帯のみの御夫婦など支援を必要としている方がいら

っしゃいます。支援については多種多様となりますが、以下の２点について御質問いた

します。 

まず１点でございますけども、電話訪問相談センターの設置についてでございます。

ひとり暮らしの方の生活支援は多種多様に求められております。一日中だれとも話をし

ないで相手はテレビだけという生活を繰り返すこともよくあると伺っています。ひとり

暮らしの方は孤独からくる不安がつきまとい、眠れなくなることもしばしばあるとも言

います。こうした方について、１週間に一度でも電話で声をかけてくれる相手がいれば

電話での声がけということもあり、心を開き、その後の相談につながることも出てくる

のではないかと思うところでございます。全国各地において訪問事業とあわせた安否確

認や孤独感の解消も目的とした電話訪問事業を行っております。運営については、社会

福祉協議会、ボランティア団体に委託するなどして実施しているところもあります。支

援体制は登録制、料金無料のところや少々の料金体系をとっているところもあります

が、運営費は地域によって５０万円から２５０万円程度ということであります。電話訪

問スタッフはじっくりとした話相手となることもあり、研修会なども行っているそうで

ございます。利用人数としてはそれほど多くないようですが、電話訪問を心待ちにして

いる方もいるということで、今後は需要が増えてくると見込んでいるということでし

た。電話訪問相談事業は、ひとり暮らしや高齢世帯にもう一つの見守りとなり、更には
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孤独感の解消策となっていくものと思っております。 

そこで本町において電話訪問事業の取り組みについてどのように捉え、今後この見守

り対応をされる考えかの御見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 御質問の電話訪問相談センターの設置についての取り

組みについてお答えいたします。 

２０２５年には団塊の世代が７５歳となり、医療や介護の需要も増大すると考えられ

ております。高齢者になっても安心して住みなれた地域で生活が続けられるよう、市町

村は３年ごとの介護福祉事業計画の策定、実施等を通じて、地域特性に応じた地域包括

ケアシステムを構築していかなければなりません。 

町では、高齢者が住みなれた地域で安心して自分らしく生活できるように、浜中町地

域包括支援センターを中心として、高齢者を見守り支えあう地域ネットワークづくりに

取り組んでおります。自治会や関係機関を構成員として毎年浜中町高齢者見守りネット

ワーク会議を開催し、見守り、支えあう体制を強化しているところであります。地域包

括支援センターの主任ケアマネージャー、保健師、社会福祉士、介護福祉の専門職員が

高齢者やその家族からの相談や問い合わせに応じることで不安の解消に努めるととも

に、ひとり暮らしの高齢者のお宅に状況確認のため訪問を行い、見守りネットワークか

ら情報提供などをいただきながら、必要と思われるお宅には安否確認を含めて定期的に

自宅訪問や電話相談により高齢者世帯の生活のサポートを行っているところでありま

す。具体的に平成３０年度実績で申し上げますと、６６０件の相談がありました。電話

による相談が１３７件、訪問による相談が４５４件、来庁が６９件となっております。

議員おっしゃるこの電話訪問センターですけども、ひとり暮らしの高齢者の電話による

安否確認を行うために、社会福祉協議会へ委託するなどして電話訪問事業として見守り

対応している市町村もあると承知しております。 

具体的には６５歳以上のひとり暮らしの方に相談員が電話を定期的にかけ、それで悩

み事や聞き役になって安否確認を行い、高齢者世帯をサポートする。これは議員おっし

ゃるとおり週１回とかそういう頻度でやっているようでございますけれども、浜中町と

いたしましては包括支援センターを中心に見守りの対象者を的確に把握しながら、地域

包括支援センターを中心とした高齢者見守りネットワークにより、今後も直接相手が見

える相談支援体制を地域と一体となって取り組んでいきたいと考えておりますので御
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理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○７番（成田良雄君） 今の担当課長から説明のありましたとおり、浜中町においては

地域包括ケア事業として直接訪問ということで素晴らしい見守り体制をしているかと

思います。電話がかかってきた方に対しての１３７件だと思いますけれども、こちらか

ら定期的に電話をかけて「お元気ですか。今日はどうですか。体調はどうですか。」と

いうことはなされていないかというふうに思います。そういう意味で、今回質問する社

協なり、ボランティアなりにそういう６５歳以上のひとり暮らし、また老人世帯に対し

て積極的に電話で声掛けをして、直接訪問はしていますけれども、月に必ず１回という

わけにはなっていないかなというように思います。 

 例えば、私は近隣で調べましたけども、羅臼町では社会福祉協議会に委託して、町内

でひとり暮らしをしている６５歳以上の高齢者宅へ毎朝電話をかけて安否確認をして

いる。毎朝なのです。これが羅臼町でやっております。誰が利用しているかというと、

６５歳以上のひとり暮らしの方です。利用料は一切かかりません。電話サービスは誰が

いつするのかいうと、社協のホームヘルパーたちが毎日午前中に電話をしている。これ

は申し込み制、希望をとっていますけれども、福祉保健課に申し込むという形でやって

おります。そういう意味で我が町においては見守り事業という素晴らしい体制が整って

おりますけれども、これも羅臼町なり、毎日かけるということが大事かなと。ほかの市

では人数がおりますから週に 1回なりやっているそうでございますけれども、町村でも

週に１回というところもありますけれど。この羅臼町では毎日ですから。毎日相手の声

が聞けるということでございますので、どうか今後、今やっていますけれども、それに

加えて、我が町は第一次産業ですから、核家族化というのはなかなか少ないと思います

けれども、浜中市街、茶内市街、霧多布市街では第一次産業に従事していない元サラリ

ーマンの方とか、そういう方がやはり多いかと思いますので、今後この事業を毎日かけ

るような電話サービス事業を展開してもらいたいというふうに思います。 

そこで先ほど５番議員も質問しましたけれども、やはり一番孤独なり、そうならない

のは働くことなのです。それが調査によってやはり明確になっている。浜中町は第一次

産業の町ですから、やはり本当に体が病気にならない限りは７０歳、８０歳まで働ける。

農業に従事する、また漁業に従事する、そういう家庭ではそういう働き方ができると。

それがやはり一番の認知症なり孤独感に陥らないことだということで、我が町では済ん
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でいると思います。そういう意味で、高齢者になっても働けるように、国や社会でも高

齢者を積極的に雇用する動きが出ているということでございます。６５歳の定年制を廃

止した企業数は従業員３１人から３００人程度の中小企業で３，９８２社、３００人以

上の大企業では８１社ということでございます。また、６６歳以上の継続雇用制度を導

入した企業の数においては、中小企業では７，１４７社、そして７０歳以上まで働ける

企業数は中小企業で３万社くらいということでございます。そういう意味で、やはり働

けることが一番の元気で、そして孤独感に陥らず、認知症にもならないそういう形だと

思います。そういう意味で、その中でもやはりどうしてもこういう高齢社会において、

ひとり暮らし老人世帯が増えてくるわけでございますので、我が町ではまだまだ少ない

と思いますけれども、どうかこういう見守りの電話サービスを今後検討して実施しても

らいたいと思いますけれども、再度御答弁お願いしたいなというふうに思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 再質問にお答えします。具体的な相談の部分でもう少

し詳しく申し上げますと、見守りの部分でいきますと、見守り１１２件の相談をやって

います。それと状況確認ということで９４件ありますけれども、この確認の部分ですけ

れども、見守り対象になっている方については定期的に包括支援センター職員が電話を

かけたり、先ほど言いました訪問ということを合わせながら対応しています。また地域

の特性として、地域で民生委員さんも含めて、議員おっしゃるとおり周りでサポートす

る体制が浜中町の場合はまだできているのかなと思います。 

それと生涯現役の一次産業の町で長く働いている方が多いので、介護の部分で介護予

防事業もやっていますけれども、まだそういう状況になっている方が少ない。管内でい

っても要介護認定率は３月末ですけれども１４．６％で管内でも一番低い率になってお

ります。このような地域状況ですけれども、少しずつひとり暮らしなり、高齢者世帯と

いうのは実際、市街地中心に多くなってきています。それで、介護上やはり１人で生活

できない、夫婦で生活できなくなると、やっぱり娘さんとかその家族のもと、離れた所

に行ってしまったり、その近くの施設へ行くということがありますので、それまでの見

守り体制はしっかり今の形でやっていきたいなと思いますけれども、仕組みとしては介

護の部分になりますけれども、地域ケア会議というものがありまして、これは社協、野

いちご、浜中診療所、厚岸地域浜中訪問看護ステーション、それと町の各福祉、介護保

険係、健康推進係と入っている会議があります。この中で情報共有しながら、そういう
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方々について見守りの情報を共有しながら、必要なサービス、例えば病院から帰ってく

るので介護認定して住宅を改修するといった部分につなげたり、遠くに娘さんとかがい

る時はそういう方との連絡を取り合ったり、連携しながらやっていますので、見守り体

制としては社協、野いちご、町含めて連携して今のところ対応しておりますので、議員

がおっしゃる社協への委託という部分は、実際社協の居宅介護支援センターなりそうい

った部分でもやっております。あとヘルパーさんが社協にいますけれども、そういった

部分を含めて連携をとりながら状況を逐次見守りの必要な方は情報が来るような形に

なっております。もし、社協に委託とかとなると別な経費もかかるので、そういった部

分もありますけれども、現状もそういう連携の中で地域ケア会議等も通じながら、見守

りネットワーク、地域の自治会の皆さんとかも含めて入っています。民生委員さんも入

っています。 

それとあともう一つ、見守り協定ということで町内の各郵便局、新聞販売店、大地み

らい信金、去年はコープさっぽろの宅配トドックと協定を締結しまして、見守り体制を

その辺でやっておりますので、何か異常があった場合は町の方に連絡いただくという形

になっています。広いいろいろな意味の見守り活動を組み合わせながら、今後とも浜中

町としてやっていきたいと思っておりますので、今の現状の中の見守りの人数の体制の

中で、この地域ケア会議等も含めた地域包括支援センターを中心に対応してまいりたい

と考えておりますので御理解いただければと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○７番（成田良雄君） 今回質問したのは電話サービスという件でございます。見守り

の中の羅臼町のように、毎日電話するということに対しての質問でございますので、今

後人もいることですし、いろいろな形で介護保険法に則ってのケアサービスは出来ます

けれども、それに関係ない人もやはりそういうサービスをして、電話サービスのもとで

しっかりと見守っていくという趣旨の質問でございますので、今後ケア会議で検討して

いただきたいなというふうに思います。 

次に、これも浜中町において進んでいると思いますけれども、生活支援事業について

質問します。ひとり暮らしや夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者が増加する中で、

今後はできるだけ住み慣れた自宅で生活していく要支援や自立の高齢者が地域での生

活を継続していくためには様々な生活支援が必要になります。これは厚労省の調査結果

ですが、高齢者のいる世帯では買い物に不便を感じている世帯が約５割となっており、
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ひとり暮らし高齢者、高齢世帯の生活課題とその支援方策に関する調査によれば、ひと

り暮らし高齢者世帯は生活行動の中で困っていることは、家の中の修理、電球交換、部

屋の模様替え、掃除、買い物、散歩、外出、食事の準備、調理、後始末、通院、ごみ出

しなど多様なものが上がっております。こうした取り組みは今後も検討される地域包括

ケア制度の中に組み込まれるかもしれませんが、単身者や高齢世帯が増加する状況か

ら、インフォーマル、フォーマルというのは公式ということですけれども、インという

ことは非公式、ボランティアなどの支援で、インフォーマルな支援としてどのような制

度にしていくか検討していかなければならないのではないかと考えます。 

本町として、ひとり暮らし高齢者や夫婦のみの高齢世帯の生活に困っている現状につ

いてどのように把握され、今後どのような対策をされる考えかお伺いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 御質問にお答えいたします。地域包括支援センターで

は、介護保険サービスを利用されていないが見守りが必要だとされる高齢世帯の方を定

期的に訪問し、生活上の困り事への相談対応を行っております。 

また７５歳以上の後期高齢者の方を対象に状況調査訪問を行い、必要なサービスにつ

なげるよう活動を行っているところであります。ひとり暮らしの高齢者及び高齢者夫婦

世帯については、地域の民生委員へ要援助者の情報提供をしながら安否確認及び孤独感

の解消等を行っているところであります。 

地域とともに行う共助の体制づくりとして、浜中町高齢者見守りネットワーク会議を

各自治会町内会等関係者と組織し、連携体制を構築しているところであります。浜中町

第７期高齢者保健福祉計画、介護保険計画の策定にあたり、平成２９年度に高齢者地域

の課題を的確に把握するためにアンケート調査を高齢者世帯及び要介護者を対象に実

施しております。これは３年ごとに実施しておりますけれども、在宅介護実態調査では、

在宅生活の継続に必要と感じる支援のサービスとして、通院、買い物の外出サービス、

介護、福祉タクシーなどの送迎サービス、見守り、声掛け、食事提供など配食サービス

となっております。介護保険以外の福祉サービスといたしまして、生活支援等の対策と

しまして、町では高齢者自立支援事業として、自立生活支援サービスとして、在宅高齢

者が自立生活支援サービスヘルパーを派遣し、日常生活の援助を行っているところで

す。具体的には、日常の家事とか洗濯、片づけ、買い物、ごみ出し、公共料金の支払い、

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 56 -

投薬の管理、話し相手、安否確認などを行っております。これは社協に委託させていた

だいておりますけれども、あと外出サービスといたしましては、移送用車両により居宅

から医療機関や商店などへの送迎サービスを実施しております。 

また、除雪サービスも実施しております。昨年５月からは配食サービスが開始され、

高齢者の安否確認や見守り活動が強化されているところであります。平成３０年の実績

を申し上げますと、自立生活支援サービスは１５名の登録があります。延べ３４８件利

用です。外出支援サービスでは５３名の登録で、６１９件の利用がありました。除雪サ

ービスは２９名の登録で、３４６件の利用がありました。配食サービスでは延べ８１名、

１，０２３食を提供しているところであります。 

また、高齢者福祉関係の支援では緊急通報装置の貸付けを行っておりまして、ひとり

暮らしの高齢者世帯等３３世帯に設置しているところです。緊急時の救急車の要請を消

防署へ通報するものであります。 

また、生活支援としては福祉灯油の購入助成。老人世帯の低所得者に対して冬期間の

暖房費として灯油１００リットル分を助成しております。平成３０年度の実績では１８

８世帯に助成を行っているところであります。今後においても高齢者へ相談や地域及び

関係機関と情報を共有し、必要な支援を提供してまいりたいと考えておりますので、御

理解いただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○７番（成田良雄君） 介護保険以外の生活支援として、浜中町においては今原課が述

べられたことをやっております。本当に感謝申し上げております。そういう中でやはり

小さなことでも見守りの中でありますけれども、いろいろな相談を受けておるかと思い

ますけれども、先ほど質問した中での電球交換など細かいことに対しての相談もやはり

何件かあるかと思いますけれども、今までの３０年度の事業の中で、どのような状態な

のか、相談に対して１００％ケアをされているのか、その点についてちょっとお聞きし

たいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 介護保険以外のサービスという形になると思いますけ

れども、これについて先ほど申し上げました高齢者在宅自立生活支援ヘルパー。ヘルパ

ーは社協に委託しておりますけれども、この方々が週１回なり食事やごみ出し、そうい

った支援をしております。ニーズがどんどん高まってくると対応がなかなか難しくなっ
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てくるという場合もあるかもしれませんけれど、その辺の整理も実は地域ケア会議の中

で、その人の必要度とか、そういったものをどの程度、やはりある程度自分で物事をや

っていただく、それは介護予防の一つにもなりますので、やはり他人任せではなくて、

自ら動くという。外出もそうですけれども、そういう機会を増やすことが必要かなとい

うふうに現場では思っています。全てやってあげることが介護のためというか、本人の

ひとり暮らしの支援という形にはならないと思いますので、そういった部分はお話をし

ながら必要なサービス、支援をやっているという状況ですので、そのケア会議の中で、

この人にはやっぱり通院のために送迎が必要だよとか、送迎だけじゃなくて結局病院に

行くまでの介助も必要だというケースも実際ありますので、その辺も含めて現場で対応

させていただいているところです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○７番（成田良雄君） 了解しました。そういう意味で今後やはり高齢化時代またひと

り暮らしの方々、高齢世帯が増えると思いますので、今後今の事業を更に推進していっ

てもらいたいということをお願い申し上げまして質問を終わりたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員、一番聞きたかったというのを先ほど言いましたけれ

ども、電話サービスのことを毎日やっていると、そのことが一番聞きたかったことだと

いうことで次に移ったのですけれども、肝心のところは聞かなくてよろしいのですか。 

○７番（成田良雄君） よろしいです。 

○議長（波岡玄智君） これで、一般質問を終わります。 

 

◎日程第９ 議案第４３号 浜中町森林環境譲与税基金条例の制定ついて  

 

○議長（波岡玄智君） 日程第９ 議案第４３号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第４３号「浜中町森林環境譲与税基金条例の制定について」

提案の理由を御説明申し上げます。 

浜中町森林環境譲与税基金条例は、令和元年度より新たに国から譲与される森林環境

譲与税について、森林経営管理法に基づき、浜中町が行う間伐などの森林整備事業なら
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びに人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発などについて、計画的かつ効

果的に行う財源として、あらかじめ必要な財源を確保することを目的に基金条例を整備

したく、提案させていただいたものであります。 

また、この条例は公布の日から施行することとしております。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたが、詳細につきましては、農林課長より説明

させますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 農林課長。 

○農林課長（久野義仁君） （議案第４３号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４３号の質疑を行います。 

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４３号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４３号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号は原案のとおり可決されました。 

この際、暫時休憩します。 

 （休憩 午後 ３時００分） 

（再開 午後 ３時３０分） 

 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第１０ 議案第４４号 浜中町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて  

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１０ 議案第４４号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 
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町長。 

○町長（松本博君） 議案第４４号「浜中町介護保険条例の一部を改正する条例の制定

について」提案の理由を御説明申し上げます。 

この度の条例改正は、介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する

政令の一部を改正する政令平成３１年政令第１１８号が交付され、低所得者の第１号被

保険者に対する介護保険料の軽減措置が拡充されたことに伴う所要の改正を行うもの

であります。 

主な改正の内容は、第２条第１項中平成３２年度を令和２年度に改め、令和元年度及

び令和２年度における保険料率について、同条第３項中第１項第１号に掲げる第１段階

の第１号被保険者に係る保険料率は同号の規定にかかわらず２万１，１００円とし、新

たに同項の次に、同条第４項として第１項第２項２号に掲げる第２段階の第１号被保険

者に係る保険料率を３万５，２００円と、同条第５項に第１項第３号に掲げる第３段階

の第１号被保険者に係る保険料率を４万８００円とする規定を追加するものです。 

この改正条例は、公布日から施行し、平成３１年４月１日から適用することとし、平

成３０年度分までの保険料は従前の例によるものとしております。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４４号の質疑を行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 今回の介護保険条例の一部を改正する条例でありますけれども、

提案理由にもありましたけれども、低所得者層の保険料軽減強化を趣旨とした改正で、

１０月以降の消費税率引き上げによる増収分を財源とした措置というふうに理解して

おりますが、第２条第３項、第４項、第５項。これについて、第１項の第１段階の部分

については２万５，３００円だったわけですよね。それを２万１，１００円に引き下げ

ると。第４項については第２段階、ここで中段あたりに「この場合において前項中２万

１，１００円」とあるのを３万５，２００円。第５項についても、「第３項中２万１，

１００円」とあるのを４万８００円とするとありますが、基本的には第４項は第２段階

ですから、現行４万２，３００円、それを３万５，２００円。第３段階については現行

同じく４万２，３００円だったものが４万８００円に変わる、引き下げるという、そう

いう趣旨の内容というふうに理解していいですか。それだけ確認しておきます。 
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○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 今回の条例改正ですけれども、議員おっしゃるとおり

消費税の財源を１０月から引き上げ、その分の財源を利用して軽減を拡大するという措

置であります。 

内容を申し上げますと、第１段階の現行２万５，３００円を令和元年におきましては

２万１，１００円ということで４，２００円引き下げがあります。第２段階につきまし

ては、現行平成３０年度４万２，３００円が令和元年度賦課では３万５，２００円とい

うことで７，１００円の引き下げ、第３段階におきましては３０年度４万２，３００円

だったものを令和元年度４万８００円と１，５００円の引き下げという形になっており

ます。 

なお、この部分についての補正予算につきましては、実は当初予算の中で前年度の軽

減人数を元に既に予算措置させていただいております。ただ、本賦課が７月でございま

すので、その数字が確定しましたら最終補正等で歳入の面も含めて改めて補正予算を提

案させていただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 単純に、現行の第１段階から第９段階まで平成３０年度から令

和２年までの３ヵ年の第７期に定めていた保険料率では、第１段階が２万５，３００円、

第２段階が４万２，３００円、それから第３段階が４万２，３００円とあります。この

第１段階から第９段階まであるうちの第１段階から第３段階までの部分が軽減に対応

して、それぞれ２万５，３００円の第１段階は２万１，１００円、４万２，３００円だ

ったものが、先ほど言ったように第２段階で３万５，２００円、第３段階についても４

万８００円に抑えるという理解でいいのでしょうか。それだけ確認できればいいので

す。よければもう一度。 

○議長（波岡玄智君） 確認ですから、いいですよ。質疑ではございませんので。 

○１番（川村義春君） いいのですね。そういうことであれば、いいのです。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

○議長（波岡玄智君） ５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 単純な質問なのですけれど、１０月の消費税率が上がるのを見

込んで議案を出してきて可決されるわけですよね。そうした場合に、今、消費税率につ

いては、そのままいくと政府は言っていますけれど、そうでない道も、これは無理だと、
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この景気の悪い時に消費税を上げるのは問題だという声もずっと残っているわけで、私

は自分の希望としては、この不況の時に１０％に上げるなんてとんでもないと考えてい

るものですが、もしこれが１０月にできなくて延期されたという場合に切り替えという

のがきちんと出来るようになっているものなのですか。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） この度の改正につきましては、既に政令等で改正され

ておりまして、財源措置については国のほうの予算上は確保しています。ただ、その財

源となる消費税がないという形があるので、もし消費税が止まってしまったら、赤字国

債とかそういう別な手だてを国が考えなければならないのではないかと私どもは思っ

ています。この部分については、特に低所得者への配慮というところです。要は、消費

税が１０月に上がることによって保険料の負担がやはり負担感が出てきますので、一般

的に言うと生活費とかそういうものがかかってくるので、介護保険の第１階層から第３

階層の方についての負担軽減を図るというのが目的ですので、いずれ１０月の消費税増

税のあるなしに関わらず、基本はそこですけれども、これについては政令等で決まって

おりますので、そのまま条例を提案させていただいて議決いただければと思います。以

上です。 

○議長（波岡玄智君） いいですか。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第４４号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４４号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１１ 議案第４５号 浜中町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制

定について  

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１１ 議案第４５号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第４５号「浜中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について」提案の理由を御説明申し上げます。 

この度の条例改正は、地方税法施行令の一部改正に基づく改正と、前年所得に基づく

税率等の改正を行うものであります。 

保険税につきましては、平成３０年度の国民健康保険制度改正により、その目的が従

来の医療費などの充当費用に充てる財源から北海道に納める国民健康保険事業費納付

金に充てるための財源に変更となっており、北海道から示された標準保険税率をもとに

前年所得と決算見込みを考慮した上で税率等の改正を行うものであります。 

この度の改正で、前年所得の確定と決算見込みなどに基づく改正は基礎課税分につい

て所得割、現行１００分の５．６を１００分の５．８７に、被保険者均等割、現行２万

９，２００円を３万１，０００円に、世帯別平等割、現行２万円を２万７００円に、特

定世帯分１万円を１万３５０円に、特定継続世帯分１万５，０００円を１万５，５２５

円に改めるものです。 

後期高齢者支援金等課税分については、所得割、現行１００分の２．３５を１００分

の２．０１とし、世帯別平等割、現行６，４００円を６，２００円に、特定世帯分３，

２００円を３，１００円に、特定継続世帯分４，８００円を４，６５０円に改めるもの

です。 

介護納付金課税分については、所得割、現行１００分の１．６を１００分の１．５３

に、世帯別平等割、現行４，８００円を４，６００円に改めるものです。また、被保険

者均等割及び世帯別平等割の改正に伴い、７割、５割、２割軽減の金額についても改正

を行います。 

次に、地方税法施行令の一部改正に伴う改正は、基礎課税額の課税限度額について、

これまでの５８万円から６１万円に引き上げる改正であります。 

また、低所得者の保険税軽減の拡充として、５割軽減及び２割軽減の対象となる世帯
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の軽減判定所得について、５割軽減の対象となる所得の算定では被保険者の数等に乗ず

るべき金額を２７万５，０００円から２８万円に、２割軽減の対象となる所得の算定で

は、保険者の数等に乗ずるべき金額を５０万円から５１万円にそれぞれ引き上げる改正

で保険税の軽減措置の対象を拡大しようとするものであります。この改正条例は、公布

の日から施行し、平成３１年４月１日から適用するとしております。 

なお、今回の条例改正につきましては、去る５月２７日開催の令和元年第２回浜中町

国民健康保険運営協議会に諮問し、同日付けで答申をいただいているところです。 

以上、提案の理由を御説明しましたが、詳細については町民課長より説明させますの

で、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） （議案第４５号 補足説明あるも省略） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４５号の質疑を行います。 

１番川村議員。 

○１番（川村義春君） 大変丁寧な説明を受けましたので、特に聞くことはないのです

が、確認の意味でお知らせいただきたいと思いますが、資料１０ページ①の課税見込み

額ですけれども、これについては全体で３億３，９４８万９，０００円となっています

けれども、これについては前年所得の確定及び決算見込み額の１号減税財源に充てた分

というふうに理解してよいかと思うのですが、３億３，９４８万９，０００円に９６％

の収納率を見て３億２，５９０万８，０００円。当初予算は３億３，２００万３，００

０円ですから、先ほど説明がありましたように予算比較でいくと５００万円ほど足りな

いという部分が出てくるのですが、これは決算見込み額、決算額で十分対応できるとい

うことで、補正がないということで理解してよろしいのかどうか。 

あと、財調の関係なのですが、決算見込み額の全てを減税財源に使ったわけではない

と思うのですけれども、いくら減税財源に使って、国保財政調整基金にいくら積むのか。

現在の国保財政調整基金がいくらあるのか説明していただきたい。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 御質問にお答えいたします。まず、１０ページの２の表

の関係でございます。議員おっしゃられますとおり、課税見込み額①がございまして、

それに収納率９６％。ここの収納見込み額から当初予算額を差し引いて記載しておりま

すけれども、４列の令和元年度の計欄△５，０９５という形になってございます。こち
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らにつきましては、先ほど１３ページの決算見込み書でもお話しさせていただきました

けれども、決算見込み額７３４万１，０００円が剰余金となるということで、このうち

先ほど申し上げました５００万を充てて対応するということです。実際には昨年度まで

６月定例会でこの分の補正予算も上げさせていただいていたので、先ほど補足の方でも

お話しましたが、歳入科目間の調整のみとなるものですから、今回は見送らせていただ

いて、後に一緒に補正をさせていただきたいということで考えております。 

２点目の財政調整基金の関係でございますけれども、ただ今、残高といたしましては

９，２０３万８，０００円が残高になっております。今後こちらの方に積む金額につい

ては、こちらも年度間で加入者の移動等もございますので、どういうふうに推移するか

を見ながら必要な額はこちらの財政調整基金に残りを積ませていただきたいとは考え

ておりますけれども、昨年度までと違って北海道への納付金というこの制度改正によっ

て剰余金が非常に発生しづらいという状況でございますので、その点も踏まえて一部は

財政調整基金に積んで、今後に備えるということで対応していきたいというふうに考え

ております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○１番（川村義春君） 先ほど言った収納見込み額と予算対比で５００万円不足すると

いう部分については、決算見込み額の中から充てるということは、イコール減税財源に

使ったというふうに見なしてよいですか。そういうことですよね。その辺を確認してお

きたいと思ったのと、北海道については今後何年間かけて一般会計からの繰り入れをし

ながら減税財源に充てている町村があるから、それを平準化するために、将来、浜中町

の国保については繰り入れをしないでやってきた。でも、他の町村については一般財源

を使って繰り入れして減税をしてきているから、それをなくするようにしていった場

合、将来浜中町の保険税の税率というのは今よりも若干上がると思うのですが、逆に減

っていけばよいけれども、その将来的な見込み額に今の財政調整基金が生かされるとい

うふうになるので、できるだけ将来に備えて財調に積むべきだと思っているのですが、

その辺の見解をお知らせください。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 御質問にお答えいたします。昨年度からの制度の都道府

県化に伴いまして、それぞれの都道府県が目指すべき姿というのはやはり保険料の平準

化、それから統一化ということで、実際に北海道からもお話いただきまして、今後検討
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していくということになってございます。今議員お話されましたように、法定外繰り入

れをしているところがあるということも一部お聞きしておりますけれども、それととも

に、やはり北海道全体の医療費を全体で分かち合う、あるいはそれぞれ市町村で収納率

も異なっている、こういった様々な課題を解消しないと、将来的な統一化というのは非

常に難しいとは思いますけれども、現状事務方といたしましては、浜中町の保険料につ

いてはもし平準化、統一化された場合、現状よりは上がるというふうに見込んでおりま

す。 

 財政調整基金につきましては約９，２００万円とお話しをさせていただきましたけれ

ども、今後はやはり災害等にあって、所得の落ち込みだとかそういったことも一部念頭

に入れながら、急激な保険税の上昇というものに対応すべく、基金を活用して、できる

限り被保険者の方々の負担にならないように努めてまいりたいというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 今の１番議員とも関連するのですが、浜中町民の国民健康保険

税は非常に高い。今までも一般財源の繰り入れなしでずっとやってきた。２９年度は一

部を繰り入れて安くなったというふうに私は見ているのですけれども、また今年度にな

ったらどの項目を見ても上がっているということで、たぶん今年も６月末に納付書が送

られてくると思います。そうした場合に多くの方々は大きな金額で驚くのかと思うので

すけれど、最高限度額が９３万円から９６万円に跳ね上がったと。３万円増というふう

になっている。それから５割軽減、７割軽減、それを抜かして、例えば年収４００万円

の４人家族だとか、あるいは年収２４０万の単身世帯だとか、いろいろと分けて各町村

が２９年度に比べて３０年度がどれだけ上がったのかという資料もあるかと思うので

すけれど、我が町はどの年代にしても、抽出してみるとやはり昨年度からいくら高くな

っているという状況が出てくるのではないのかと思うのですが、その辺いかがですか。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 御質問にお答えをいたします。それぞれの所得階層別で

保険税が高くなるのではないかということですが、実際のところ保険税については若干

上がるということで捉えております。それで、私のほうからモデル世帯別にどのぐらい

上がるのかということでお話しさせていただきます。 
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まず、一つ目なのですけれども、例えば夫婦と子供２人の４人世帯で所得４００万円

であるとしたら、３０年度については税額５５４，２００円。令和元年度については５

６万９，２００円となって１万５，０００円の増額となります。 

二つ目としては、夫婦２人世帯で所得２００万円としますと、３０年度の税額は２８

万６，２００円。令和元年度が２９万３，８００円で７，６００円の増額になります。 

三つ目のケースとして、７０歳の単身世帯で所得がゼロという世帯については、３０

年度の税額は１万９，４００円。令和元年度は２万４００円で１，０００円の増額です。 

四つ目ですけれども、夫婦と子供２人の４人世帯で所得８００万円としますと、３０

年度は税額が９０万２，４００円。令和元年度が９４万５００円で３万８，１００円の

増額となります。 

今、四つのモデルをお示ししてお話させていただきましたけれども、やはりどの階層

においても確かに限度額が上がったという状況もございますけども、実際には保険税に

ついては若干上昇するということです。この背景には、やはり国民健康保険に加入して

いる加入者数が大幅に減ってきているということがございます。なおかつその少ない人

数で納付金として必要な保険税額を確保しなければならないという制度ですから、その

ため今回においては減税財源を投入いたしまして、若干の増額になりますけれども、先

ほども話しましたが今後の保険税の上昇への懸念というものも含めて考慮して、設定を

させていただいたということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） 年金もそうなのですけれども、いろいろな年金があって、例え

ば教職員の年金や役場職員の年金、それから一般の会社の保険料なんかでも、半額雇用

主が払ってくれる制度もあって、例えば中小企業で働く労働者の協会健保という制度な

のですけれど、そこで働いている方々の健康保険料は国民健康保険の半額で収まってい

るというふうに調べております。やはり、もっともっと国が上の段階で大きな支援をし

てくださらなければ、国民健康保険税というのは多くの国民が苦しむ状況になってくる

というふうに思うのです。そういう点では、全国知事会が国民健康保険税を軽くするた

めに国が１兆円規模の財政負担をするなり、あるいは均等割などを廃止して、子供がた

くさんいるところにたくさん課税できるような、そういう制度を改めるべきだというよ

うに全国知事会がそういう決定をして、国に対して要求をしている部分があると思うの

ですが、北海道の各町村がいくら頑張っても一般財源から充てるということでは無理な
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ので、やはり国がきちんと国民健康保険税を安くするための支援措置というのが、今最

大の課題ではないのかと思うのです。そういう方向に私たちの町も要求していくべきで

はないのかと思うのですけれども、その点の考えを聞かせていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 今議員おっしゃられましたように、国に必要な財政指標

等を求めていった方がいいのではないかという御質問でございます。確かに昨年都道府

県化になりまして、先ほど申し上げましたけれども、今現在、非常に医療費が高くなっ

てきて、かかる人が例え減ったとしても医療費はだんだん高くなっていっているという

現状がございます。特に北海道でありますと、やはり小さな市町村が多いわけですから、

そんな中で北海道全体の医療費をどうしていくということが保険料の平準化、統一化に

向けた何より一番の課題となるわけです。 

 今現在これからそういった北海道全体で平準化、統一化に向けた議論をしていくこと

になるのですけれども、そういった中で、まだ話は実際には出ておりませんけれども、

当然のごとく北海道全体で運営していくにあたって、そういった財政支援を必要とする

ということも考えられると思いますので、そのあたりは本町におきましても、他町村と

いろいろと平準化、統一化に向けた研究をしていくにあたって、十分念頭に置きながら、

必要に応じて必要な要望をしていくということも考えながら進めていきたいというふ

うに考えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第４５号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４５号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１２ 議案第４６号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議

について 

◎日程第１３ 議案第４７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する

協議について 

◎日程第１４ 議案第４８号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更

に関する協議について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１２ 議案第４６号、日程第１３ 議案第４７号及び日

程第１４ 議案第４８号を一括議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（松本博君） 議案第４６号「北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協

議について」、議案第４７号「北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議

について」並びに議案第４８号「北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

関する協議について」は関連がございますので、一括して提案の理由を御説明申し上げ

ます。 

北海道市町村総合事務組合並びに北海道市町村職員退職手当組合は、道内の市町村及

び一部事務組合等を構成団体とする一部事務組合でありますが、本年３月３１日付けで

北空知葬祭組合、日高地区交通災害共済組合及び池北３町行政事務組合の脱退に伴い、

規約別表の変更が生じたものであります。また、北海道町村議会議員公務災害補償等組

合につきましても、同様の一部事務組合でありますが、本年３月３１日付けで北空知葬

祭組合、日高地区交通災害共済組合、池北３町行政事務組合及び十勝環境複合事務組合

の脱退に伴い、規約別表の変更が生じたものであります。地方自治法第２８６条第１項

では、これを組織する一部事務組合の規約を変更しようとするときは、関係地方公共団

体の協議により、これを定めるとされており、第２９０条では、関係地方公共団体の議

会の議決を得なければならないとされていることから、議会の議決をいただきたく御提

案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４６号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第４７号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第４８号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第４６号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４７号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４８号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４６号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第４７号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

これから議案第４８号を採決します。 

お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第４９号 工事請負契約の締結について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１５ 議案第４９号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第４９号「工事請負契約の締結について」提案の理由を御説

明いたします。 

本案につきましては、国の社会資本整備総合交付金事業として浜中団地に木造平屋建

て１棟４戸延べ床面積２９９．８５平方メートルの公営住宅を建設しようとするもの

で、第１回浜中町議会定例会で予算議決をいただいております。この建設にあたり、５

月３１日、町内外業者５社による指名競争入札を実施いたしました。入札の結果、丸重

種市建設有限会社が１億３，２５５万円で落札いたしました。 

なお、工期は令和２年１月１０日までとしております。ここに議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をいただきたく

提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第４９号の質疑を行います。 

５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） １棟４戸ということで浜中団地にできるという。１棟で４戸で

すから、４で割ると１戸あたり３，３００万円という値段になるのかと思いますが、建

坪はどのくらいで、部屋の数が坪で言えたら坪で、何室でこのくらいだと。それから、

主にこの公営住宅に入居したいという希望はどういう階層の方がここに入るのか。その

ことについて説明願いたいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） この度の浜中地区の団地の１棟４戸の建設を予定していると

ころですけれども、これにつきましては昨年と同じタイプのものを今年度もまた設置す

るということでございます。面積につきましては、１戸当たりで見ますと７５平米弱。

正確には７４．９６２９という１戸当たりの面積、坪面積になります。それから部屋タ

イプなのですけれども２ＬＤＫになります。その他外構としては、物置の設置というと

ころも含まれてのものになります。それで、この入居の関係ということでございますけ

れども、現在前年で建てたところへは従来その地区の団地にお住まいになられていたう

ちの４戸が昨年度建設したところに入居されてございます。今年度の予定としまして

は、現在建て替え前の団地に住まわれている方が２戸ございまして、そちらのほうの新

しい公営住宅が建ちましたら説明しながら、申し込みされればそのまま入られることに

なるかというようなことも想定されますけれども、あと残り２戸がありますので、その

部分につきましてはまた改めて公募というようなことが今後想定されるのではないか

というふうに現状では考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） はい、わかりました。それで、旧公営住宅に入っていた方が優

先して入られるというような状況だということですね。従来、公営住宅の入居料、家賃、

これについては収入によって家賃が変わっていくという方向で対応するのでしょうか。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） 収入によって家賃の設定というところと、新築と経過年数と

の計算に基づいて家賃の方は算定されますので、今回新たに浜中団地は新築されるとい

うことで、その部分につきましては家賃として収入もさることながら、新しい住宅とい

うことになりますので、家賃の方も今現在住んでいるところよりは計算上は家賃が上が

るというか多い金額になると。この金額の詳細につきましては手元にございませんけれ

ども、経年経過の部分の計算部分が上昇するということが想定されると思います。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第４９号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４９号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１６ 議案第５０号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第５０号「工事請負契約の締結について」提案の理由を御説

明申し上げます。 

本案につきましては、平成３１年３月８日より建設に着手しております防災貯留槽に

接続する送排水管を避難道路に敷設し、あわせて避難施設であるゆうゆへの配水管敷設

を本年度から令和２年度までの２ヵ年にわたって実施するもので、平成３１年第１回浜

中町議会定例会において継続費として予算の議決をいただいております。この敷設工事

にあたり、５月３１日、町外業者５社による指名競争入札を実施いたしました。入札の

結果、太平洋設備株式会社が５，３０２万円で落札いたしました。 

なお、工期は令和２年８月３１日までとしております。ここに議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をいただきたく

提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第５０号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 
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これから議案第５０号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５０号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第５１号 財産の取得について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１７ 議案第５１号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第５１号「財産の取得について」提案の理由を御説明申し上

げます。 

本案につきましては、浜中町廃棄物最終処分場で使用している平成１０年度に購入し

た粗大ごみ破砕機について、経年劣化が著しいことから、このたび新たな車両に更新し

ようとするものです。購入費用につきましては、第１回浜中町議会定例会において予算

議決をいただいており、財源は、本年度の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用

するものであります。当該車両の購入にあたり、５月３１日、町外業者４社による指名

競争入札を実施いたしました。入札の結果、コマツ道東株式会社釧路支店が６，０１１

万５，０００円で落札いたしました。 

なお、納入期限は令和２年３月１３日としております。ここに議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をいただきたく

提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 
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○議長（波岡玄智君） 

これから議案第５１号の質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 質疑なしと認めます。 

これから議案第５１号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これから議案第５１号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第５２号 財産の取得について 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１８ 議案第５２号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第５２号「財産の取得について」提案の理由を御説明申し上

げます。 

本案につきましては、平成２２年度に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用

し、浜中中学校、茶内中学校に導入した学校用コンピューター等について、導入から８

年が経過し老朽化が進んでいるほか、基本ソフトウエアの無償サポート期間も終了する

ことから、このたび学校用コンピューター４５台のほか関連機器などを更新し、情報教

育の充実を図ろうとするもので、第１回浜中町議会定例会で予算議決をいただいており

ます。この学校用コンピューター等の更新にあたり、５月３１日、町外業者６社による

指名競争入札を実施いたしました。入札の結果、株式会社ポータスが２，５３０万円で

落札いたしました。 

なお、納入期限は令和２年１月３１日としております。ここに議会の議決を付すべき
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契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定により、議会の議決をいただきたく

提案した次第であります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたので、よろしく御審議くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） これから議案第５２号の質疑を行います。 

５番加藤議員。 

○５番（加藤弘二君） コンピューターが４５台設置されるということですが、何校に

コンピューターが設置されるのか。またそのことによって、その学校の全ての生徒に対

してコンピューターが使われるということになるのか、既存のコンピューターも残しな

がら古くなった部分を新しく変えるということなのか、その辺の説明をしてください。 

○議長（波岡玄智君） 管理課長。 

○管理課長（舟橋正誉君） 学校用パソコンの４５台につきましては、浜中中学校に１

７台、茶内中学校に２８台の合わせて４５台という形になります。浜中中学校の１７台

のうち生徒用が１３台、その他は教師用となります。茶内中学校の２８台のうち生徒用

は２４台ということで、その他は教師用ということになります。それぞれ浜中中学校の

１３台と茶内中学校の２４台の生徒用のパソコンにつきましては、現在在学しておりま

す最大生徒数のクラスに合わせて購入する形になってございます。古いパソコンにつき

ましては、先ほど提案理由にもありましたとおりサポートプランが切れるということ

で、その後の活用がウイルス対策等いろいろございまして、なかなか使用できないとい

うことになりますので、そのまま廃棄処分を行っていくという形になります。よろしく

お願いいたします。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） これで質疑を終わります。 

これから議案第５２号の討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５２号を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第５３号 令和元年度浜中町一般会計補正予算（第１号）につ

いて 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１９ 議案第５３号を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（松本博君） 議案第５３号「令和元年度浜中町一般会計補正予算（第１号）に

ついて」提案理由を御説明申し上げます。 

このたびの補正は、海岸整備事業に要する経費や避難施設等建設に要する経費など、

今後必要とされる経費について補正をお願いしようとするものであります。 

補正の内容といたしましては、歳出では、２款総務費、新庁舎建設に要する経費で地

中熱設備設置に係る新庁舎等建設工事７，６１６万４，０００円を追加するなど８，５

９７万１，０００円を追加、３款民生費では、その他社会福祉に要する経費で、プレミ

アム付商品券扶助４００万円を増額するなど１，３５９万６，０００円を追加、５款農

林水産業費では、海岸整備事業に要する経費で霧多布港海岸陸閘改良工事６，５６０万

４，０００円を増額するなど８，９６９万９，０００円を追加、７款土木費では、補助

の内示があったことに伴い、追加予定事業としておりました町道維持管理に要する経費

で橋梁補修設計委託料２，５４０万円を増額。丸佐橋の長寿命化工事で４，８２０万円

を追加するなど７，３６０万円を追加、８款消防費では、避難施設等建設に要する経費

で、新庁舎建設にかかる非常用発電棟及び防災車庫棟の建設工事１億７，６８３万６，

０００円を追加、以上により今回の補正額は４億４，６０８万５，０００円となります。 

一方、歳入につきましては、各事業の特定財源として地方譲与税２３０万円、国庫支

出金１億５，５７１万５，０００円、町債２億６，２９０万円などを充てたほか、不足

する財源については繰越金２，１３９万２，０００円を充てさせていただきました。こ

の結果、補正後の歳入歳出予算の総額は９０億４１２万３，０００円となります。 

次に、第２表地方債補正につきましては地方債を財源とする事業の補正によるもので
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あります。 

以上、提案の理由を御説明いたしましたが、詳細につきましては企画財政課長より説

明させますので、よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

本日はこれで延会します。 

（延会 午後 ４時２１分） 
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